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村

の
中

の
歌
人

-

朝
日
商
豆
に
つ
い
て

鈴

木

秀

.
幸

は

じ

め

に

54

「朝
日
商
豆
」
と
書

い
て

「あ
さ
ひ
あ
き
つ
」
と
読
む
。
元

々
は

「朝
日
出
」
と
い
う
姓
で
あ
る
が
、
明
治
祝
年

に
改
め
た
よ
う
で
あ

2

る
。

商
豆
と
い
う
名
は

「秋
津
」
島

に
因

(ち
な
)
ん
で
付
け
た
と
い
わ
れ
る
。
筆
者
が
こ
の
朝
日
商
豆
と
い
う
人
物
を
知
る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
共
同
研
究

「村
落
景
観
お
よ
び
生
活
の
史
的
研
究
」

の
史
料
所
在
調
査
に
お
い
て
で
あ

っ
た
。
た
ま
た
ま
、
茨
城
県
結
城
郡
千

代
川
村
伊
古
立
の
飯
泉
家
土
蔵
よ
り

『
朝
日
商
豆
翁
建
碑
記
念
』
(大
正

一
四
年
七
月
刊
)
と
い
う
小
綴
り
が
発
見
さ
れ
た

こ
と

よ
る
。

そ
れ
は

一
九
八
四

(昭
和
五
九
)
年
八
月
二
八
日
の
史
料
所
在
調
査
の
こ
と
で
あ

っ
た
と

い
う
。
「
で
あ

っ
た
」
と
断
定
的
に
言
え
な
い

の
は
、
そ
の
時
、
同
家
を
訪
れ
た
の
は
筆
者
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
筆
者
は
そ
の
予
備
調
査
に
は
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
珍
妙
な
書
名
が
表
紙

に
あ
る
小
冊
子
を
引
き
出
し
、
埃
を
払
い
、
そ

し

て
頁
を
繰
ら

れ
た

の
は
本
共
同
研
究

の
代
表
者

・
木
村
礎

先
生

で
あ

っ
た
。

翌
年
よ
り
筆
者
は
そ
の
飯
泉
家
文
書
の
整
理
、
そ
し
て
同
文
書
を
主
な
素
材
と
し
た
村
落
生
活
史
の
研
究
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。



そ
の

一
三
年
間
の
史
料
の
整
理

・
研
究
の
結
果
は
最
近
刊
行
さ
れ
た
木
村
礎
編
著

『村
落
生
活
の
史
的
研
究
』

に

「第

五
編
三
、
伊
古
立

村
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
、
そ
の
著
書
の
中
に
同
冊
子
の
こ
と
、
そ
し
て
朝
日
商
豆
に
つ
い
て
、
ふ
れ
る

こ
と
は
あ

っ
た
。

し
か
し
、
研
究
の
目
的
や
性
格
上
、
そ
れ
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
ま
た
取
り
上
げ
る
視
角
も
朝
日
商
豆
そ
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

そ

こ
で
本
稿
で
は
朝
日
商
豆
な
る
人
物
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
紹
介
し
て
み
た
い
。
と
は
い
え
、
相
変
ら
ず
散
見
す
る
と
こ
ろ
の
偉

人
伝

を
綴
る
積
り
は
な
い
。
表
題
に
あ
る
よ
う
に

「村

(あ
る
い
は
村
々
)
の
中
の
文
人
」
と
し
て
朝
日
商
豆
を
紹
介

し
た
い
。
と
い
う

の
は
実
際
、

一
人
の
人
物
を
取
り
上
げ
、
歴
史
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
は
数
多
く
あ
る
が
、
当
該
人
物
の

一
面
的
な
称
賛
や
輩
出
し
た
地

域
の
自
慢
に
終

っ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
中
央
学
者
の
単
な
る
補
完
者

・
援
助
者
と
い
っ
た
程
度
に
と
ど

め
て

い
る

の
が
現
状
で
あ
る

(現
実

に
そ
の
よ
う
な
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
)。
こ
こ
で
は
朝
日
商
豆
な
る
人
物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
観
点
で
分
析
を
し
、
そ
れ
に

よ
り
文
化
史
や
生
活
史
の
研
究
の

一
助
と
し
た
い
。

5　

ω
ま
ず
朝
日
商
豆
を
と
り
ま
く
生
育
環
境
を
取
り
上
げ
る
。

つ
ま
り
、
誕
生
し
、
成
長
し
、
修
業
し
て
齢
己
を
形
成
し
て
い
く
商
豆
に

2

つ
い
て
、
彼
を
と
り
ま
く
周
囲
の
人
々
や
景
観
す
な
わ
ち

(「
生
育
環
境
」
)
を
重
視
し
て
描
く
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
分
析
を
す
る
場
合
、
留
意
す
べ
き
こ
と
が
二
点
あ
る
。
ま
ず

一
点
は
当
然

の
こ
と

で
は
あ

る
が
、
本
人
の
特

性

・
才
能
と
い
っ
た
個
人
的
資
質
の
問
題
で
あ
る
。
も
う

一
点
は
そ
の
人
物
の
年
齢
や
世
代
の
問
題
で
あ
る
、
だ
が
、

一
般
に
幼
少
年
の

時
期

ほ
ど
生
育

.
生
活
の
条
件
や
環
境
に
影
響
さ
れ
る
率
が
高
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
こ
で
は
以
上

の

二
点

に
留
意

し

つ

つ
、
朝
日
商
豆
の
生
育
環
境
を
見
き
わ
め
た
い
。

②
次
に
村
の
中
に
、
あ
る
い
は
村
々
の
中
に
い
る
文
人
と
地
域
の
生
活

・
事
情
と
の
関
係
を
追

っ
て
み
る
。

こ
の
場
合
、
む
ろ
ん
分
析

す

る
者
に
と

っ
て
は
例
え
ば
当
時
、
江
戸

(東
京
)
・
大
坂

(大
阪
)
・
京
都
と
い
っ
た
大
都
市
部
に
も
文
化
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
考

慮

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
は
ご
く
あ
た
り
の
こ
と
で
あ
る
、
。
な
お
、
前
記
の

『
村
落
生
活
の
史
的
研
究
』
で
は
、
筆
者
は
こ
の
村
落



生
活

と
文
化
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
定
し
、
そ
こ
に
三
つ
の
文
化
が
存
在
す
る
こ
と
を
証

明
し
た
。
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
は
そ
う
し
た
景
観
論
や
地
域
論
的
な
側
面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
か
な
り
対
象
と
す
る
文
化
人
自
身
に
側
し
て
生

活
と
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
実
態
を
把
え
て
み
た
い
。

③

「村
と
文
人
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
な
ぜ
か
、
今
ひ
と
つ
物
足
り
な
い
研
究
結
果
に
陥
り
や
す
い
。
自
然
に
恵
ま
れ
、
俗
世
を
超
越

し
学

問
に
勤

(
い
そ
)
し
ん
だ
と
か
、
家
業
の
傍
ら
趣
味
的
に
文
化
の
機
微
に
ふ
れ
た
と
か
、
人
生
を
ひ
と
ま
わ
り

し
、
余
業
を
嗜

(た

し
な
)
ん
だ
等

々
の
類
で
あ
る

(確
か
に
、
そ
う
し
た
地
域
の
文
化
人
が
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
)。
こ
の
よ
う
な
し
ま
り

の

な
い
文
化
史
研
究
は
社
会
構
成
史
重
視
の
研
究
動
向
に
基
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か

(文
化
史
は
政
治

・
社
会

・
経
済
史
に
付
寵
し

て
い
る
と
い
う
考
え
)。
ま
た
、
そ
の
逆
に
芸
術

・
文
化
至
上
主
義
的
な
特
殊
の
感
覚
に
酔

っ
て
い
る
た
め
で
は
な

い

の
か

(芸
術

・
文

化
は
特
別
の

「
美
の
世
界
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
、
あ
る
い
は
歴
史
学
の
分
野
の
も
の
に
研
究
を

「荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
感

625

覚
な
ど
)。

こ
こ
で
は
お
め
で
た
い
ぽ
か
り
で
は
な
く
、
し
ま
り
の
あ
る
、
か
つ
教
条
主
義
に
は
陥
ら
な
い
文
化
史
研
究
は
ど
の
よ
う

に

す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
少
し
は
考
え
て
み
た
い
。
前
述

『
村
落
生
活
の
史
的
研
究
』
で
、
筆
者
は

「明
治

三
〇
年
文
化
論
」
の

項

に
お
い
て
、
近
代
の
第
二
次
官
製
文
化

(明
治
三
〇
年
前
後

の

「
上
か
ら
」
の
文
化
)
が
地
域
に
入
り
込
む
よ
う
す
を
み
た
。
本
稿
で

は
と
く
に
朝
日
商
豆
に
つ
い
て
、
晩
年
に
お
け
る
文
化
活
動
の
変
容
を
少
し
は

「
し
め
て
」
描
き
た
い
。

以
上
、
三
つ
の
研
究
上
の
視
点

・
方
法
を
各
車
全
て
に
お
い
て
展
開
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
第

一
番
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
第

一
章
に
お

い
て
、
と
い
っ
た
具
合
に
順
次
試
み
て
い
く
。

一
、
朝
日
商
豆

の
生
育
環
境

こ
こ
で
は
朝
日
商
豆
を
と
り
ま
く
自
然
的
、
社
会
的
あ
る
い
は
人
的
な
環
境

・
条
件
に
つ
い
て
素
描
し
て
み
た
い
。
と
く
に
そ
の
こ
と



に
影
響
や
規
定
さ
れ
や
す
い
幼
少
年
期
を
対
象
と
す
る
。
そ
の
場
合
ま
ず
、
ω
彼
の
生
ま
れ
、
育

っ
た
地
域
の
概
観
を
な
が
め
、
そ
の
あ

と
彼

の
②
家
族

(親
族
)、
⑧
師
匠
、
㈲
隣
人
と
い
う
順
序
で
考
察
す
る
。

ω
朝
日
商
豆
は
常
陸
国
河
内
郡
宮
淵
村
、

の
ち
の
茨
城
県
稲
敷
郡
大
宮
村
、
現
在
の
同
県
龍
ケ
崎
市
宮
淵
に
生
ま
れ
、
育

っ
た
。
同
地

方
は
関
東
平
野
の
ま
っ
た
だ
中
に
位
置
し
て
い
る
。
北
に
は
霞
ケ
浦
、
南
に
は
利
根
川
、
そ
し
て
西
に
は
小
貝
川
を
ひ
か
え
て
い
る
。
あ

た
り
に
は
半
島
状
の
稲
敷
台
地
や
北
相
馬
台
地
、
さ
ら
に
遠
く
に
は
筑
波
山
を
望
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
全
体
と
し
て
は
広
大
な
沖
積
低

地
が
開
け
て
い
る
。
以
上
の
景
観
か
ら
も
十
分
に
読
み

と
れ

る
よ
う

に
、
こ
の
地
域
は
治
水

・
開
発
と
い
う
水
と

の
戦
い
の
歴
史
を
も

つ
。
そ
の
成
果
が
こ
の
宮
淵
を
も
通
過
す
る
江
川
用
水
の
竣
工
で
あ
り
、
宮
淵
村
民
に
よ
る
宮
淵
銀
子
新
田
の
開
発
な
ど
、
お
よ
び
そ
れ

に
よ
る
生
産
力
の
高
ま
り
で
あ
る
。
宮
淵
の
集
落
は
近
世

・
近
代
初
期
に
は

一
〇
〇
戸
余
が
こ
う
し
た
平
地
の
田
地
や
河
川

・
用
水
に
囲

ま
れ
た
微
高
地
に
群
集
し
て
い
た
。
ま
た
同
地
方
の
河
川
の
存
在
は
人
的
、
あ
る
い
は
物
的
交
流
や
流
通
を
う
な
が
し

「
常
総
文
化
圏
」、

7　

あ
る
い
は
地
廻
り
経
済
圏
を
形
成
し
た
。

2

朝
日
商
豆
の
生
ま
れ
、
育

っ
た
所
は
以
上
の
よ
う
な
水
田
を
中
心
と
し
た
平
凡
な
農
村
で
は
あ
り
な
が
ら
、
家
の
周
囲
に
は
広
大
な
田

畑
あ
り
、
河
川

・
用
水
あ
り
、
丘
あ
り
、
そ
し
て
遠
く
に
山
地
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

「
豊
か
な
」
景
観
が
存
在
し
た
。

②
そ
の
よ
う
な
所
に
、
商
豆
は
天
保

一
四

(
一
八
四
三
)
年
正
月
七
日
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
弥
四
郎
と
い
っ
た
。
第
1
図
は

『
朝
日

(
1
)

家
系
図
』
を
も

と

に
し

た
略
系
図
で
あ

る
。

一
覧
の
通
り
、
弥
四
郎

(商
豆
)

の
父
は
智
宜

(通
称
治
郎
右
衛
門
、
文
化
三
年
三
月

一

五
日
生
)
と
い
い
、
母
は
だ
い
と
い
っ
た
が
、
『系
図
に
記
入
さ
れ
た
主
な
人
の
略
歴
』
と
い
う
書
付
に
よ
れ
ば
系
図
の
最
初
に
あ
る
松
翁

(
一
〇
三
歳
ま
で
生
き
た
と

い
う
)
は
近
隣
の
下
総
国
相
馬
郡
立
木
村

(現
在
の
北
相
馬
郡
利
根
町
)
の
山
田
武
兵
衛
の
子
で
、
「朝
日

出
」
を
称
し
た
と
い
う
。
恐
ら
く
、
正
徳
三

(
一
七

ご
一一)
年

一
〇
月

一
九
日
に
没
し
た

「
観
月
寿
永
沙
弥
尼
」
と
い
う
人
が
宮
淵
村
内

の
与
右
衛
門
家
よ
り
分
家
し
て
松
翁
と

一
家
を
興
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
系
図
五
番
目
の

「深
遠
院
翁
道
相
居
土
」
と
い
う
者
は
利
根
川
ぺ
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り

の
千
代
倉
の
開
発
に
尽
力
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
次
の
豊
島

(通
称
造
酒
右
衛
門
、
天
明
七
年
～
安
政
二
年
三
月

二
日
)
の
時
に
姓
を

「
朝
秀
」
と
改
め
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
同
家
は
じ

ょ
じ

ょ
に
村
内
の
有
力
農
民
に
な

っ
て

い

っ
た
。
さ

(
2
)

ら

に
万
延
二

(
一
八
六

一
)
年
二
月

の
宮
淵
村

『議
定
書
之
事
』
に
よ
れ
ば
、
同
村
は
名
主
治
郎
右
衛
門
組

(
一
五
〇
石
)
、
組
頭
太
市

組

(
一
〇
六
石
)、
同
与
右
衛
門
組

(五
〇
石
)、
名
主
平
兵
衛
組

(
二
八

一
石
)
と
組
分
け
さ
れ
、
「御
用
村
用
者
勿
論
其
外
部
而
取
斗
」

い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
治
郎
右
衛
門
と

は
弥
四
郎

(商
豆
)
の
実
父

で
あ

る
。
ま
た
、
商
豆
の
長
兄

・
禎
三

(天
保
二
年
三
月
八

日
～
元
治
元
年
七
月
二
日
)
も
木
原
兵
三
郎
知
行
の
名
主
役
を
勤
め
た
。
ま
た
今
日
、
朝
秀
光
男
家
に
は
明
治
九

(
一
九
七
六
)
年

一
二

月

～
同

一
六

(
一
八
八
三
)
年
七
月
ま
で
の
戸
長
任
命
書
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
系
図
最
初
の
松
翁
は
京
都
で
和
歌
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
弥
四
郎

(商
豆
)
の
父
は

『
大
国
主
神
国
さ
り
の
く

(
3

)

だ
り
』
な
る
草
稿
を
の
こ
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
人
が
明
治

一
九

(
一
八
八
六
)
年
旧
二
月

一
〇
日
に
死
去
し
た
時

は
二
日
後

に
神
葬
祭

9

を
と
り
行

っ
て
い
郁

父
の
弟
・

つ
ま
り
商
豆
の
叔
父

●
千
代
倉
清
英

(明
治
五
年
三
皇

九
日
没
・
さ

一毫

は
幼
時
に
量

英
学
を

%

(
5

)

よ
く
学
ん
だ
。
こ
の
者
に
つ
い
て
、
赤
松
宗
旦
の
交
友
人
名
録

『
人
物
誌
』
(幕
末
).
に
は

「
一
歌

清
英
号
旭
堂

藤
蔵
河
岸

千
代
倉
治
郎
右

衛
門
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
家
の
檀
那
寺
は
村
内
満
徳
寺

(天
台
宗
)
で
あ

っ
た
が
、
す

で
に
弥
四
郎

(商
豆
)
以
前

の
代

に
和

歌

・
神
道

・
国
学
に
関
心
を
持
つ
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
や
が
て
商
豆
を
和
歌

・
国
学

・
神
道
の
道
に
歩
ま
せ

る
ひ
と

つ
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

弥
四
郎

(商
豆
)
の
母
だ
い
は
文
化
七

(
一
八

一
〇
)
年
九
月

一
三
目
に
近
隣
の
寺
内
村

(今
の
利
根
村
姫
宮
)

の
椎
木
長
左
衛
門
の

三
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
そ
の
実
姉
の
ゆ
う

(明
治
二
五
年
三
月
五
日
没
、八
八
歳
)
は
同
村
の
医
師
松
本
宗
庵

(明
治
三
五
年

一
〇
月
二

八
日
没
)

へ
嫁
し
た
が
、
そ
の
六
子
は
藤
吉
郎
と
い
っ
た
。
彼
は
天
保

一
一

(
一
八
四
〇
)
年
九
月

一
四
日
に
生
ま
れ

て
い
る

の
で
、
従

弟

の
商
豆
よ
り
三
歳
年
上
で
あ
る
。

一
四
歳
の
時
に
上
京
、
絵
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
水
戸
藩
の
藤
田
小
四
郎
ら
と
交
友

し
、
尊
皇

の
念
を
厚



く

し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
「楓
湖
」
と
称
し
、

日
本
画
家
と
し
て
数
々
の
作
品
を
の
こ
し
た
。

さ
ら
に
日
本
美
術
院
の
創
設
に
尽
力
し

(
6
)

た
り
、
門
人
の
育
成
に
つ
と
め
、
大
正

一
二

(
一
九
二
三
)
年
六
月
二
二
目
に
没
し
た
。
後
述
す
る
が
、
弥
四
郎

(商
豆
)
は
江
戸
で
修

業

の
身
に
あ

っ
た
時
、
国
学
に
傾
倒
す
る
。
恐
ら
く
尊
皇
主
義
的
な
楓
湖
と
直
接
に
、
間
接
に
ふ
れ
合

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
弥
四
郎

(商
豆
)

の
母
の
兄
た
ち

(
つ
ま
り
伯
父
)
、
そ
の
う
ち
長
兄
豊
恭
は
浄
瑠
璃
を
好
ん
で
よ
く

し

た
。
次
兄
の
義
静
も

歌

を
好
み
、
画
も
よ
く
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
弥
四
郎

(商
豆
)

の
母
方
に
も
文
化
を
嗜
む
も
の
が
あ
り
、
彼
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

③
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
父
と
母
と
の
間
、
弥
四
郎

(商
豆
)
は
七
人
兄
弟
の
六
番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
。
既
述
の
よ
う
に
長
兄
の
禎

三
は
家
督
を
嗣
ぎ
、
名
主
役
を
勤
め
た
。
次
は
長
女
ツ
ネ
で
あ
り
、
文
政

一
二

(
一
八
二
九
)
年
正
月
二
五
日
に
生
ま
れ
た
が
、
天
保
二

(
一
八
三
二
)
年
四
月
二

一
日
に
早
世
し
た
。
次
兄
の
清
孝
は
天
保
五

(
一
八
三
四
)
年

一
〇
月
二
〇
日
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
仙
台
藩
の

0　

菅
野
清
太
夫
家
に
養
子
に
行
き
、
明
治
二
六

(
一
八
九
三
)
年

一
一
月

一
三
日
に
没
し
た
。
次
の
兄
の
彦
三
郎
は
天
保
七

(
一
八
三
六
)

2

年

二
月

一
四
日
に
生
ま
れ

た
が
、

同

一
一
年
四
月
八
日
に
天
折
し

た
。

次
の
兄
の
法
蔵

(
の
ち
良
平
)
は
同

一
〇

(
一、八
三
九
)
年
九

月

一
八
日
に
生
ま
れ
、
近
村
の
万
歳
村
彦
七
方

へ
釜
養
子
に
行

っ
た
が
、
離
縁
し
、
二
六
歳
で
死
去
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
家
督
を
相
続
し

た
禎
三
は
叔
父

(相
馬
郡
立
木
村
山
田
武
兵
衛
)
の
病
気
見
舞
先
で
発
病
、
そ
の
死
骸
は
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
て
帰
宅
し
た

(元
治
元
年
七

(
7
)

月

一
二
日
)
。
結
局
、
同
家
の
家
督
は
そ
の
長
女
て
い
が
嗣
い
だ
。
弥
四
郎

(商
豆
)
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

の

ち

に
親
族
の
中
野
い

さ

(商
豆
の
叔
父
文
清
の
孫
)
が

『
ひ
さ
ご
集
』

(大
正

一
五
年

一
〇
月

;

一日
)
で
綴

っ
て
い
る

よ
う

に
弥
四
郎

(商
豆
)
は

「
性
来

誠

に
気
楽
な
人
で
あ

っ
た
丈
け
に
、
其

の
幼
年
時
代
は
頗
る
悠
長
に
過
ぎ
て
見
え
た
」
た
め
に
、
父
も

「連
も
実
業
的
の
人
間
に
は
向
か

ぬ
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

弥
四
郎

(商
豆
)
は
安
政
二

(
一
八
五
五
)
年
八
月
二
二
日
、
近
隣
小
野
村
の
逢
善
寺

(天
台
宗
)
に
入
ら
れ
て
い
た
。
彼
が

=

一歳



の
時

で
あ
る
。
な
ぜ
達
書
寺
が
選
ば
れ
た
の
か
を
考
え
る

こ
と

は
難
し
く

な

い
。
同
寺
が
朝
秀
家
の
宗
派
と
同
じ
天
台
宗
で
あ

っ
た
こ

と
、

ま
た
母
の
実
家
の
近
く
に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
同
寺
は
村
内
の
ご
く
普
通
の
寺
院
で
は
な
か

っ
た
。
そ

の
開
基
は
天
長
三

(八
二
六
)
年

一
〇
月
、
逢
善
上
人
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
、
慶
長
七

(
一
六
〇
二
)
年
に
は
徳
川
家
康
よ
り
朱
印
高
二
〇
〇
石
余
を
安
堵

さ
れ
、
さ
ら
に
正
徳
三
年
に
は
関
東
の
檀
林
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
弥
四
郎

(商
豆
)
は

「詮
良
」
と
い
う
借
名

で
寺
入
り
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
同
書
住
職
は
第
四
七
世
亮
澄
で
あ
る
。
同
人
は
下
野
国
長
沼
村
金
剛
院
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
江
戸
崎
不
動
院
で
修
業
し

た
後
、
真
壁
郡
黒
子
の
千
妙
寺
よ
り
嘉
永
三

(
一
八
五
〇
)
年

一
一
月

一
〇
日
、
同
寺
に
転
任
し
て
き
た
。
同
寺
在
任
中
は
仁
王
門
な
ど

の
造
営
に
力
を
尽
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
彼
は
も
と
い
た
千
妙
寺

に
帰
任
し
、
教
導
職
の
か
た
わ

ら
、
同
寺
に
私
塾

明
倫
塾
を
お

こ
し

た
。

こ
の
権
僧
正
亮
澄
の
弟
子
と
な
っ
た
詮
良

(弥
四
郎
、
商
豆
)
は
当
然
、
薙
髪
し
、
か
つ
て
師
も
学
ん
だ
本
山
の
江
戸
東
叡
山
学
寮

へ
仏

籍
修
業
の
た
め
に
給
費
生
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
逢
善
寺
に
は
法
兄
と
し
て
は
良
顕

(
の
ち
に
同
寺
四
八
世
住
職
)
が
い

ユ

(8
)
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た
た
め
に
、
詮
良

(弥
四
郎
、
商
豆
)
は
そ
の
次
の
四
九
世
を
襲
職
す
る
予
定
で
あ

っ
た
ろ
う
。

2

と

こ
ろ
が
、
詮
良

(弥
四
郎
、
商
豆
)
は
東
叡
山
の
学
僧
の
身
で
同
じ
江
戸

(本
所
小
梅
)
に
住
む
鈴
木
重
胤
の
門
を
叩
い
た
。
安
政

三

(
一
八
五
五
)
年
七
月

一
〇
日
の
己
と
で
あ
る
。
鈴
木
重
胤
は
平
田
篤
胤
や
大
国
隆
正
の
門
下
で
、
幕
末
の
著
名
な
国
学
者
で
あ
る
。

地
方
を
講
説
し
て
歩
い
た
り
、
門
人
を
育
成
す
る
か
た
わ
ら
、
『延
喜
式
祝
詞
講
義
』
や

『日
本
書
紀
伝
』
な
ど
多
く

の
著
書
を

の
こ

し

た
。
大
川
茂
雄

・
南
茂
樹
編

『
国
学
者
伝
記
集
成
』
(明
治
三
七
年
八
月
)
に
は

「鈴
木
氏
数
世
、

皇
学
に
名
あ
り
。

故
を
以
て
重
胤
夙

に
国
典
に
通
ず
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
.の
ち
に
篤
胤
学
批
判
に
よ
り
平
田
鉄
胤
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
詮
良

(弥
四
郎
、

　
　
　

商
豆
)
は
こ
の
重
胤
に

「皇
典

・
和
歌
和
文
語
格
活
用
活
用
弓
爾
嚢
彼
等
」
を
学
ん
だ
。
当
時
、
旧
来
の
儒
学
に
と

っ
て
か
わ
ろ
う
と
す

る
新

し
い
学
問
と
し
て
の
国
学
に
魅
力
を
感
じ
て
い

っ
た
。
と
に
か
く
、
こ
の
時
、
詮
良

(弥
四
郎
、
商
豆
)
は
国
学

の
大
家
と
さ
れ
た

学
者

に
基
礎
的
な
事
項
も
含
め
て
徹
底
的
に
教
え
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
詮
良
が
重
胤
に
師
事
し
た
の
は
万
延
元

(
一
八
六
〇
)
年
九



月
ま
で
四
年
三
ヶ
月
間
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
修
学
は
の
ち
の
彼
に
と

っ
て
重
要
な
意
味
を
持

つ
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
あ
と
詮
良

(弥
四

郎
、
商
豆
)
は
日
に
日
に
思

い
を
寄
せ
る
神
道

・
国
学
の
世
界
と
恩
義

の
あ
る
仏
教
の
そ
れ
と
の
板
ば
さ
み
と
な
る
。

そ
う
こ
う
す
る
う

ち
に
帰
郷
、
明
治
元

(
一
八
六
八
)
年
九
月
、
信
太
郡
松
山
村
西
福
寺

(逢
善
寺
末
)

の
住
職
と
な
る
。
彼
が
詮
良
を

「静
蓬
」
と
改
め

た
の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
当
然
、
借
名
で
あ
る
が
、

一
方
で
は
姓
を
朝
秀
で
は
な

く

「
朝
日
」
(朝
日
が

の
ぼ
る
時
に
出
生

し
た
か
ら
)
と
し
た
と
い
う
。
ま
た

「
商
豆
」
も
秋
津
島
に
か
け
て
、

こ
の
こ
ろ
名
乗
り
は
じ
め
た
と
思
わ
れ
る
。

や
が
て
、
明
治
六

(
一
八
七
三
)
年
二
月

一
七
目
、
教
部
省
よ
り
中
講
義

に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
七
年
に
は
新
治
県
中
教
院
よ
り
講
究
課
な

る
職
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
国
学

・
神
道

へ
の
思
い
を
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
前

後
、
彼
の
記
す
も

の
は
例
え
ば
祖
霊
に
つ
い
て
整
理
し
た

『
朝
秀
氏

遠
津
和
等
伝
』
(明
治
元
年
六
月
二
五
日
)
の
よ
う
に
国
学
の
系
列

の
も

の
で
あ
る
。

そ
し

て
、

つ
い
に
管
轄
す
る
新
治
県
に
帰
俗
願
を
提
出
し
、
明
治
九
年
五
月
二
四
日
、
西
福
寺
住
職
を
、

つ
い
で
翌
六
月
二
九
日
に
内
務

226

省
よ
り
中
講
義
も
免
ぜ
ら
れ
た
。

傾

と
こ
ろ
で
朝
秀
家
の
あ
る
宮
淵
の
西
村
境
に

「大
日
様
」
の
石
碑
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
大
徳
村
で
あ
る

(や
が

て
両
村
は
合
併
し

て
大
宮
村
と
な
る
)
。
そ
の
大
徳
村
の
名
主
を
代

々
勤
め
て

い
た

の
は
武
田
家
で
あ
る
。
同
家
の
治
左
衛
門
は
北
相
馬
郡
奥
山
新
田
の
奥

田
治

左
衛
門
家
の
二
男
と
し
て
文
政
六
年
五
月
に
生
ま
れ
、
同
家
に
養
子
に
き
た
。
弘
化
二

(
一
八
四
五
)
年
、
養
父
治
右
衛
門
が
没
し

た
た
め
、
家
督
を
嗣
い
だ
。
彼
は
養
父
と
同
様
に
、
名
主
と
し
て
の
職
務
に
励
む
と
と
も
に
掌
文
に
も
興
味
を
持

っ
た
。
と
り
わ
け
筑
波

郡
面
野
井
村
の
志
士
高
谷
源
右
衛
門
等
と
詩
文
を
通
し
て
交
流
す
る
う
ち
に
水
戸
学
に
関
心
を
寄
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
元
治
元

(
一

八
六
四
)
年
三
月
二
七
日
に
端
を
発
す
る
、

い
わ
ゆ
る

「
天
狗

の
乱
」
に
深
く
共
鳴
を
し
、

つ
い
に
参
戦

し
た
が
、
慶
応
元

(
一
八
六

五
)
年
二
月

一
六
目
、
敦
賀
に
お
い
て
斬
首
さ
れ
た
。
遺
さ
れ
た
妻
と
二
男
三
女
は

一
時
、
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
維
新
と
と
も

　り

に
復
権
し
、
人
々
よ
り
崇

(あ
が
)
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
「つ
た
。
こ
の
武
田
治
左
衛
門
と
静
蓬

(弥
四
郎
、
商
豆
)
が
親
し
く
し
て
い
た



か
、
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
近
所
同
士
の
こ
と
ゆ
え
、
全
く

つ
き
合
い
が
な
か

っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
お
互
い
の

存
在
あ
る
い
は
活
動
に
つ
い
て
は
知

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
治
左
衛
門
は
国
学
に
興
味
を
示
す
商
豆
に

一
層
影

響
を
与
え
た

一
人
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

以
上
、
本
章
で
は
、
ご
く

一
般
的
な
近
世
の
農
村
で
は
あ

る
が
、
「
豊
か
な
」
自
然
と

「
活
気
あ
る
」
文
化
圏
に
生
ま
れ
、
育

っ
た
朝

日
商
豆
が
ど
の
よ
う
に
し
て
じ

ょ
じ

ょ
に
伝
統
的
な
漢
学

(儒
学
)
あ
る
い
は
仏
学
で
は
な
く
、
新
し
い
国
学

・
和
歌

・
神
道

へ
と
興
味

と
関
心
を
寄
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
追

っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
こ
と
の
大
き
な
要
素
や
原
因
と
し
て
、
確
か
に
彼
自
身
の
持
つ
性

格

(タ
イ
プ
)
や
才
覚

・
能
力
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
彼
を
と
り
ま
く
環
境
や
条
件
の
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
と
く
に
幼
少
年
期
ほ
ど
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
自
然
的

・
社
会
的
環
境
や
条
件
は
そ
の
人
物
の
後
の
人

生
に
か
な
り
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
す
な
わ
ち

「豊
か
な
」
自
然
と

「
活
気
の
あ
る
」
文
化
圏
と
い
う
生
活
舞
台
に
主
ま
れ
育

っ
た
商

3　

豆
は
い
つ
も
は
家
庭

・
親
族

・
隣
人
と
い
っ
た
身
近
の
も
の
に
影
響
さ
れ
、
そ
し
て
稀
に
は
短
い
期
間
だ
が
強
い
刺
激

(新
し
い
時
代
を

2

想
わ
す
よ
う
な
遊
学
)
を
遠
く
の
外
の
も
の
に
う
け
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
え
る
。

二
、
村

お
よ
び
村

々
の
中

の
文
人
と
生
活

す

で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
地
域
の
生
活

の
形
成

・
維
持

・
発
展
と
文
化
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
景
観
と
時
期
を
考
慮
し
つ
つ

検
討

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、地
域
の
文
化
に
は
①

「下
か
ら
」
の
文
化

(伝
統
的
土
着
文
化
)、
②

「上
か
ら
」
の
文
化

(官
製
文

化
)
、
さ
ら
に
③

「横
か
ら
」
の
文
化

(波
及
文
化
)
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
提
起
し
た
。
さ
ら
に
、
③
の
文
化
は
地
域
に
⑦
定
着
し
た
も

の
、
ω
定
着
し
な
い
も
の
、
㈲
部
分
的
に
定
着
し
た
も
の
が
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
地
域

(茨
城
県
結
城
郡
千
代
川
村
)

に
や

っ
て
き
た

朝
日
商
豆
お
よ
び
そ
の
活
動
を
切
に
位
置
づ
け
た
。
本
章
で
は
受
容
し
た
側
の
地
域
事
情
で
は
な
く
、
朝
月
商
豆
自
身
に
つ
い
て
、
そ
の



活
動

の
実
態
を
、
お
も
に
ω
神
官
、
②
教
員
、
③
歌
人
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
追

っ
て
み
た
い
。
し
か
し
、
ま
ず
そ
う
し
た
職
業
的
な

側
面
を
描
く
前
に
、
商
豆
の
人
間
的

・
日
常
的
な
面
、強
い
て
い
え
ぽ
人
間
像

・
風
貌
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

商

豆
が
病
を
得
て
没
し
た
の
は
大
正
七

(
一
九

一
八
)
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
六
年
後
の
同

=
二

(
一
九
二
四
)
年
七
月
、
門

人
ら
多
く
の
縁

(ゆ
か
り
)
の
人
々
に
よ
り
、
商
豆
が
最
も
永
く
留
ま
っ
た
結
城
郡
宗
道
村
宗
任
神
社
境
内

に
巨
大
な
記
念
碑
が
建
立
さ

れ
た
。
そ
の

「朝
日
翁
招
魂
碑
」
文
の
後
半
部
に
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

酷
嗜
酒
。
徐
琳
欣
然
。
酎
酔
淋
溜
。
其
行
楽
。
毎
楓
瓢
。
随
処
停
杖
。
独
酌
独
吟
。
自
称
瓢
杖
仙
人
。
蔵
書
頗
多
。
晩
年
輔
朝
窮
困

尽
篶
之
。
茅
屋
粛
然
。
吟
詠
曼
如
。
設
安
久
楽
会
。
坐
法
古
風
。
養
気
血
。
錬
心
胆
。
其
奇
異
率
比
類
。
終
身
流
寓
。

商
豆
は
心
底
、
酒
が
好
き
で
あ

っ
た
。

二
十
五
日
間
毎
朝
朝
酒
の
む
、
此
日
数
ひ
る
も
の
む
、
ば
ん
も
の
む
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糀
屋
の
二
階
で
朝
酒
の
み
け
り
、
朝
日
と
朝
日
に
ら
み
こ
ろ
す
る

(『
朝
日
商
豆
詠
草
』
明
治
三

一
年
初
秋
よ
り
)

辞
世墓

ま
み
り
し
て
く
れ
る
な
ら
ひ
や
酒
を
あ
た
ま
の
う

ヘ
へ
ぶ

っ
か
け
て
く
れ

(同
右
書
)

こ
の
よ
う
に
酒
に
ま
つ
わ
る
歌
は
実
に
多
い
。
し
た
が

っ
て
、
例
え
ば
訪
ね
て
く
る
人
達
も
次
の
よ
う
に
気
づ
か
う

こ
と
も
あ

っ
た
。

細
野
知
之
ぬ
し
と
ふ
ら
ひ
き
て
ひ
と
よ
や
と
り
て
帰
り
て
の
み
よ
み
て
お
こ
せ
る
歌

白
米
と
酒
と
夜
具
と
を
持
参
す
る

仙
人

ハ
本
来
も

一
物
ぢ
や
と
て
米
酒
夜
具
も
君

ハ
御
持
参

(前
同
)



商

豆
は
つ
ね
に
酒
臭
さ
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
出
歩
い
て
い
た
。
も

っ
と
も
妻
子
は
い
た
。
妻
は
い
せ
と
い
い
、
嘉

永
五

(
一
八
五
二
)

年

一
二
月
二
七
日
に
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
明
治
九
年
正
月

一
七
日
、

い
せ
二
五
歳
、
商
豆
は
三
四
歳
の
時
、
朝
秀
家

(商
豆
の
実
家
)
で

婚
儀

を
と
り
行
な
っ
た
。
そ
し
て
長
男
商
人

(あ
き
と
)
は
同

一
一
年
二
月
七
日
、
真
壁
郡
坂
井
村
で
生
ま
れ
た
。
長
女
の
無
名

(な
な
)

　
け
　

は
同

一
四

(
一
八
八

一
)
年
二
月
二
〇
日
、
同
村
で
生
ま
れ
た
。
次
男
の
鬼
盾

(し
こ
た
て
)
は
同

一
六
年

一
二
月

二
七
日
、
同
村
で
生

ま

れ

た
。
次
女
の
小
野
女

(お

の
め
)
は
同

一
九
年
五
月
二
二
日
、
河
内
郡
小
野
村
で
生
ま
れ

た
。
三
女
の
遊
雲

(ゆ
う
)
は
同
二
三

(
一
八
九
〇
)
年
旧
正
月
二
〇
日
、
豊
田
郡
宗
道
村
唐
崎
で
生
ま
れ
た
。
最
後
の
商
豆
五
四
歳
の
時
の
子

・
三
男
五
十
四

(い
そ
し
)
は

　
　
　

同
二
九

(
一
八
九
六
)
年
旧
五
月
三
〇
日
、
同
郡
同
村
本
宗
道
に
て
生
ま
れ
た
。

一
家
で
村
々
を
移
住
し
た
。
そ
の
こ
と
は
前
記
し
た
子
供
た
ち
の
出
生
場
所
の
ち
が
い
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
時
に
は
妻
子
を
実
家
に
置

い
て
、
商
豆

一
人
で
歩
く
こ
と
も
し
ぼ
し
ぽ
あ

っ
た
。
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園
部
質
大
人
の
家
に
な
こ
う
宿
れ
り
た
る
頃
、
あ
る
夜
酒
た
う

へ
っ
エ
あ
り
け
る
に
、
題
を
い
た
し
ね
歌
よ

へ
む
と
い
ひ
け
れ
と
い

た
し
け
る
に
同
し
人
の
よ
め
る
歌

(以
下
、
園
部
の
歌
省
略
)

(『
梅
見
の
家
づ
と
』
明
治
二
九
年
四
月
)

一
目
か
二
目
で
か
へ
る
と
い
ひ
て
家
を
い
て
し
を
け
ふ
は
百
日
目
な
り
と
い
ひ
け
れ

ハ
、
小
篠
家
な
る
脾
婆
云
わ
し
し
は
二
三
日
此

家

へ
助
け
に
き
て
か
し
を
十
三
年
み

つ
エ
け
な
り
と
い
ふ

(『朝
日
商
豆
詠
草
』
明
治
三

一
年
初
秋
よ
り
)

さ
き
の
記
念
碑
の
碑
文
に
よ
れ
ば
、
商
豆
は
常

に
瓢
箪
を
つ
り
さ
げ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
瓢
箪
は
人
か
ら
贈
ら
れ
た
も

の
が
多
か
っ

た
。
前
出
明
治
三

一
年
の

『
朝
日
商
豆
詠
草
』
に
は

「
い
と
ふ
る
き
瓢
を
与
え

ら
れ
け

る
と

き
」
と
し
て
、

一
首
、
詠
ん
で
い
る
。
ま

た
、
幼
い
時

(明
治
三
六
年
こ
ろ
)、
実
家
で
商
豆
に
配
膳
な
ど
の
世
話
を
し
た
寺
崎
や
ち

よ
は

「
紋
付
の
羽
織
や
袴
は
古
び
て
、
目
に



　　
　

余
醸

に
な

っ
て
、
父
が
新
調
し
て
や

っ
た
事
も
覚
、そ

い
る
L
と
回
想
し
て
い
る
。
妻

、
商
豆
の
歌
に

易

織

の
か

ハ
り
に
ム
易

を

き
る
」
と
題
し
た
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
年
、
長
塚
節
を
偲

(し
の
)
ぶ
座
談
会
が
催
さ
れ
た
時
、
商
豆
の
こ
と
に

話
が
及
び
、
「み
な
り
に
は
い
つ
も
無
頓
着
だ

っ
た
ら
し
く
、
よ
れ
よ
れ
の
羽
織
袴
で
、
頭
髪
も
顎
ひ
げ
も
ぼ
う
ぼ
う
た
る
も

の
で
・
私

の
家

へ
訪
ね
て
来
ら
れ
た
と
き
、
『
乞
食
が
来
た
』
と
父
に
告
げ
て
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
福
田
な
る
も
の
が
回
顧
し
て
い
る
。

　あ
　

し
た
が

っ
て
生
活
は
困
窮
を
極
め
た
。
よ
く
酒
を
買
い
に
行
か
さ
れ
た
三
男
五
十
四
が
郷
土
史
家
宮
社
登
に
語

っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と

「
金
銭
は
有
り
し
た
が
い
で
、
凡
て
酒
代
に
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
、
家
族
の
苦
労
は

一
通
り
で
無
く
、
妻
子
共
内
職

を
し
な
が
ら
飢
寒
を

　め
　

し

の
い
だ
」
と
い
う
。
ま
さ
に

「朝
日
翁
招
魂
碑
」
に
あ
る
よ
う
に

「超
然
奇
古
。
離
俗
道
俗
」
風
貌
で
あ

っ
た
。

ゆ
え
に
、
小
篠
家
を
お
と
ず
れ
た
時
、
家
人
よ
り
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

小
篠
彦
平
と
お
の
れ

ハ
同
年
月
の
生
な
り
。
鯉

云
親
父
と
先
生
が
よ
く
に
て
を
り
ま
す
、
物
に
お
と
ろ
か
す
ゆ

っ
く
り
し
て
を
り
ま

　

す
、
卯
の
年
の
人

ハ
さ
う
い
ふ
も
の
て
あ
り
ま
す
か
し
む
ま
せ
ん
と
い
ひ
け
れ

ハ
よ
め
る
な
り

26

(『朝
日
商
豆
詠
草
』
明
治
三

一
年
初
秋
よ
り
)

で
は
、
商
豆
は
放
縦
を
き
わ
め
る
生
活
ぶ
り
で
全
く
非
常
識
な
人
間
で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
前
出
の
寺
崎
や
ち

よ
は
さ
き

の
回
顧
談

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夜
は

一
本
の
晩
酌
を
楽
し
ま
れ
た
。
先
生
は
礼
儀
正
し
く
、
常
に
端
座
さ
れ
八
歳
の
私
を
大
人
並
に
あ
つ
か
え
、
何
を
差
し
上
げ
て

も
、
う
や
う
や
し
く
最
敬
礼
を
な
さ
れ
る
の
で
、
驚
い
て
又
座
り
直
し
て
は
礼
を
返
す
と
云
っ
た
有
様
で
し
た
。

「
一
本
の
晩
酌
」
と
か

「礼
儀
正
し
く
」
と
い
っ
た
文
言
か
ら
、
対
人
の
上
で
は
商
豆
な
り
に
気
を
付
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
以
下
述
べ
て
い
く
よ
う
な
彼
の
活
動
も
成
り
立
ち
難
か

っ
た
と
い
え
る
。

ω
神
官
と
し
て



さ

て
、
前
章
で
は
商
豆
が
還
俗
し
た
と
こ
ろ
ま
で
を
記
し
た
の
で
、
そ
れ
に
続
け
る
。

ま
ず
、
自
ら
し
た
た
め
た

「履
歴
書
」
を
中
心
に
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

明
治

一
〇

(
一
八
七
七
)
年
六
月

一
八
日

真
壁
郡
五
所
宮
村
郷
社
五
所
神
社
祠
掌

(官
撰
祠
官
)
兼
同
郡
坂
井
村

千
勝

神
社
祠
掌

(同
)

彼
は
茨
城
県
よ
り
地
域
で
は
有
力
な
神
社
の
神
官
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
年

一
二
月
二
〇
日
に
は
内
務
省
よ

り
中
講

義

に
補
せ
ら
れ
て
い
る
。

同

一
五

(
一
八
八
二
)
年

一
〇
月
二
〇
日

学
務
係

こ
れ
は
茨
城
県
皇
典
講
究
分
所
の
職
務
で
あ
る
。

同

一
六
年
七
月
九
日

皇
典
教
授

茨
城
県
神
道
事
務
分
局
出
張
所
に
お
け
る
職
名
で
あ
る
。

つ
ま
り
内
務
省
の
達
に
よ
り
、
全
国
各

府
県

の
郷
村
社
の
神
官
に
古
事
記
、
延
喜
式
、
祭
典
式
、
作
文
の
四
科
の
試
験
を
課
す
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め

に
商
豆
は
新
治
郡
外

九

郡
の
神
官
会
議
に
よ
り
、
そ
の

一
〇
郡
の
神
官
を
教
授
す
る
役
職
に
推
挙
さ
れ
た
。
そ
の
功
績
の
た
め
か
、
翌

一
七

(
一
八
八
四
)
年

726

一
〇
月
二
二
日
に
は
管
長
従
四
位
子
爵
稲
葉
正
君
名
で
大
講
義
に
補
さ
れ
て
い
る
。

同

一
八

(
一
八
八
五
)
年
八
月

一
八
目

千
勝
神
社
祠
掌
依
願
退
職

こ
の

一
件
に
つ
い
て
、
前
掲

『
ひ
さ
ご
集
』
は

「氏
子
同
志
に

利
益
争
奪
の
葛
藤

の
絶
え
間
が
無
」
か
っ
た
た
め
と
い
う
。
そ
の
後
、
二
〇

(
一
八
八
七
)
年
七
月

一
五
日
に
権
少
教
正

(准
奏
任
)
に

補

せ
ら
れ
た
。

同
二
七

(
一
八
九
四
)
年

一
〇
月
二
二
目

五
所
神
社
祠
官
依
願
退
職

権
少
教
正
の
地
位
に
ま
で
な

っ
た
商
豆

で
あ
る
が
、
そ
れ
を

握

(な
げ
う
)

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
わ
け
に
つ
い
て
は
後
で
考
察
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
、
商
豆
に
と
っ
て
は
か
な
り
充
実
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
仏
教

と
神
道
の
板
ば
さ
み

か
ら
逃
れ
、
念
願
の
神
道

・
国
学
の
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き

た

か
ら

で
あ

る
。
そ
の
神
道

・
国
学
は
当
時
、
王
政
復
古
の
風
潮
の
中

で
、
新
時
代
を
担
う
存
在
で
あ

っ
た
。
事
実
、
維
新
政
府
の
意
を
う
け
、
茨
城
県

・
新
治
県
と
も

「
中
故
院
其
他
ノ
各
所
ノ
祠
宇
寺
院

二



於

テ
三
条
・
馨

二
因
リ
須
更
モ
離
ル
可
・フ
サ
ル
天
地
・
大
道
・
説
饅

こ
と
な
ど
を
推
進
し
て
い
た
・
と
に
か
く
・
そ
う
い
う
政
策

●

風
潮
が
商
豆
を
も
と
り
ま
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

で
は
、
商
豆
は
そ
う
し
た
政
策
や
風
潮
に
よ
り
、
政
府

・
県
に
よ

っ
て
設
け
ら
れ
た
神
官
の
地
位
を

一
歩

一
歩
、
単
に
昇
る
こ
と
だ
け

に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
た
の
か
。
そ
こ
で
、
前
記
し
た
履
歴
を
ふ
り
か
え

っ
て
み
る
。
そ
の
う
ち
、
重
要
な
こ
と

は
明
治

一
六
年
、
商

豆

は
地
域
の
神
官
た
ち
に
推
薦
さ
れ
て
、
皇
典
教
授
に
な
り
、
神
官
に
古
事
記
な
ど
を
指
導
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前

章
の
鈴
木
重
胤

へ
の

入
門

の
と
こ
ろ
で
み
た
よ
う
に
、
商
豆
は
重
胤
よ
り
古
典

・
和
学
を
修
得
し
た
。
た
だ
そ
こ
で
学
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、
の
ち
に
自
ら
研

鎖
し
て
い
く
。
そ
し
て
彼
は

『
祝
詞
私
集
』
(年
不
明
二
巻
)
を
編
纂

す

る
。

そ
れ
は
基
本
的

で
重
要
な
祝
詞
を
精

選
し
た
り
・
自
ら
作

成
し
た
も
の
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
祭
式
集
』
な
る
も
の
も
そ
の
類
で
あ
る
。
さ
ら
に

『朝
日
商
豆
文
集
』
(
三
、
明
治
七
～

一
六

年
)

と
か
同

(六
、
明
治
二
九
～
三
八
年
)
は
求
め
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
自
ら
す
す
ん
で
作
詞
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
内

　

容
を
簡
単
に
記
す
。
『
祝
詞
私
集
』
(
一
)

に
は

「
拝
大
国
主
神
祝
詞
」
を
は
じ
め
と
し
て
二
〇

の
祝
詞
類
が
、
同
書

(二
)
に
は

「富
士
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大
神
行
幸
祝
詞
」
以
下
、
一
五
の
祝
詞
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
例
え
ば
前
者

(
一
)
の
中
に
は

「毎
朝
神
拝
小
言
」
と
い
う

項
が
あ
り
、
畑
の
神

「御
県
神
」、
大
工
木
挽
等
の
神

「諸
工
人
之
祖
神
」
あ
る
い
は
染
物
の
神

「染
殿
神
」
な
ど
二
三
神
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
同
書
に
は

「
鹿
島
宮
祝
詞
」
と
か

「大
杉
大
神
例
祭
祝
詞
」
な
ど

の
よ
う
に
近
辺
の
神
社
の
祝
詞
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
地
域
の
行
事

・
生
活
に
関
す
る
も
の
、
あ
る
い
ば
近
隣
の
神
社
の
も

の
と
い
っ
た
よ
う
に
身
近
な
物
事
や
事
情
を
勘
案
し
て
編
集
し

て
い
る
。
商
豆
の
師
の
鈴
木
重
胤
も
こ
う
し
た
祝
詞
類
の
解
釈
を
得
意
と
し
た
の
で
、
そ
の
修
学
の
成
果
も
か
な
り
盛
り
込
ま
れ
て
い
よ

う
。

こ
の
よ
う
に
同
書
は
身
近
な
事
例
が
多
く
含
ま
れ
、
か
つ
堅
実
な
内
容
で
あ
る
た
め
、
地
域
の
多
く
の
神
官
が

教
典
と
し
た
。

す

で
に
述
べ
た
よ
う
に

『
朝
日
商
豆
文
集
』

の

(
三
)
と

(
六
)
は
依
頼
さ
れ
た
り
、
自
ら
す
す
ん
で
作
詞
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た

人
か
ら
祝
詞
に
関
し
て
う
け
た
質
問
の
こ
と
も
記
し
て
あ
る
。
例
え
ば

(六
)
に
あ
る

「祈
養
蚕
祝
詞
」
は
高
田
杜

の
千
田
正
義
に
頼
ま



れ

て
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
同
書
に
あ
る

「
い
は
ひ
の
こ
と
の
は
」
は
貴
族
院
議
員

へ
の
当
選
が
な
ら
な
か

っ
た
松
村
修
平
を
慰
撫
し

た
も
の
で
あ
菊

ま
た
同
書

(三
).
で
は
・
李

な
る
謹

よ
る
六
点
の
質
問

(「麻
保
呂
麻
」
と
い
う
語
に
つ
い

て
な
ど
)

へ
の
回
答

を
載
せ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
地
域
の
人
々
は
節
目
々
々
に
祝
詞
を
あ
げ
、
生
活
を
成
り
立
せ
、
維
持
し
、
そ
し
て
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
祝
詞
は

神
官
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
民
に
と

っ
て
も
生
活

・
行
事

・
人
生
の
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
商
豆
と
深
く
交

っ
た
宗

道

村
宗
任
神
社
宮
松
本
家

(現
当
主
秀
勝
氏
)
に
は
八
五

一
点
の
祝
詞
が

現
存

す
る
。
「
神
葬
祭
祝
詞
」、

「移
霊
祭
詞
」、

「入
学
祭
祝

詞
」、
「
地
祭
」、
「
例
祭
祝
詞
」
、
「産
業
報
寮
祝
詞
」
等

々
で
あ
る
。

②
教
育
者
と
し
て

商
豆
が
没
し
た
後
、
宗
道
村
宗
任
神
社
境
内
に
威
容
な
記
念
碑
が
門
人
ら
関
係
者
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
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際

に
作
成
さ
れ
た

『
朝
日
商
豆
翁
碑
資
金
募
集
旨
意
書
』
に
よ
れ
ぽ
、
寄
付
の
対
象
者

の
目
安
と
し
て
七
種
類
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
さ
ら
に
ま
と
め
る
と
、
ω
神
道
教
育
、
ω
和
歌
指
導
、
㈲
学
校
教
育
の
三
つ
の
分
野
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
ω
に
つ
い
て
は
前
節
ω
で
い
さ

さ
か
ふ
れ
た
し
、
の
に
つ
い
て
は
次
第
で
扱
う
の
で
、
こ
こ
で
は
、
㈲

の
信
太
尋
常
高
等
小
学
校

・
宗
道
尋
常
小
学
校

・
下
妻
中
学
校
の

学
校
教
員
と
し
て
の
商
豆
に
つ
い
て
描
写
し
て
み
た
い
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
彼
は
明
治
二
七
年
を
も

っ
て
神
官
の
職
を
辞
し
た
。
そ
れ
は
新
た
な
職
業
が
見

つ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

目
を
広
く
転
ず
れ
ば
、
こ
の
明
治
二
〇
年
代
の
国
学

・
神
道
は
対
峙
す
る
儒
学

・
洋
学
と
比
べ
れ
ば
維
新
期
ほ
ゼ
の
勢

い
は
な
く

な

っ

た
。
ま
た
政
府
に
よ

っ
て
体
制

へ
の
補
完
的
な
位
置
付
け

(そ
れ
も
き
わ
め
て
形
式
的

・
統
制
的
に
)
が
明
確
化
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
。
例

え
ば
神
社
は
国
家
を
支
え
る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の

「踊
り
場
」
と
さ
れ
、
神
官
は
序
列
化
さ
れ
、
整
備
さ
れ
た
格
式
に

よ
り
儀
礼

を
す

る

「
踊
り
子
」
と
さ
れ
て
い
た
。



新
し
い
職
業
と
は
商
豆
の
学
識
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
学
校
教
師
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
す
を
前
に
続
け
て

『履
歴
書
』
で

追

っ
て
み
よ
う
。

明
治
二

一

(
一
八
八
八
)
年

一
月

一
六
日

信
太
郡
信
太
高
等
小
学
校
教
授
雇

な

お
、

信
太
郡
江
戸
崎
尋
常
小
学
校

『学
校

沿
革

　
り
　

誌
』
に
よ
れ
ば
同
年

一
〇
月

一
五
日
に
同
校
雇
と
な

っ
て
い
る
。
異
動
し
た

の
か
。
こ

の
こ
ろ
、
商
豆
は
近
く
の
小
野
村
に
住
ん
で
お

り
、
た
ぶ
ん
こ
の
就
職
に
は
な
に
く
れ
な
く
と
面
倒
を
み
て
い
る
近
隣
の
羽
賀
村

(現
江
戸
崎
町
)
の
神
官

・
歌
人

の
関
川
精

一
郎
正
澄

　
　
　

ら
門
人

.
知
人
の
力
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
沿
革
誌

に
よ
れ
ば
商
豆
は
同
年

一
一
月

一
日
に

「解
雇
」
と
あ
る
。

一
方
、
商

豆
自
筆
の

『履
歴
書
』
で
は
翌
二
二

(
一
八
八
九
)
年
九
月
六
日
、
信
太
高
等
小
学
校
を

「依
願
退
職
」
と
な

っ
て

い
る
。

同
二
二
年

=

月

一
日

結
成
郡
宗
道
尋
常
小
学
校
教
授
雇

こ
の
際
、
商
豆
は
宗
道
村
宗
任
神
社
境
内

の
隠
居

所
に
移
住
し
た
。
そ

の
家
屋
は
同
社
神
官
松
本
貢
家
の
も
の
で
あ
り
、
同
氏
ら
宗
道
の
門
人

・
知
友
ら
の
世
話
に
よ
り
、
居
を
構
え
、
村
内
小
学
校
の
教
員
に

(21
)

(毘
)

70

な

っ
た
。
だ
が
、
三
〇

(
一
八
九
七
)
年
七
月
二
四
日
に
依
願
退
職
を
し
た
。

2

同
三
三

(
一
九
〇
〇
)
年
四
月
二
八
日

茨
城
県
立
下
妻
中
学
校
委
嘱
教
師

商
豆
は
茨
城
県
よ
り
月
俸

一
五
円

の
給
与
を
得
て
、
県

立
中
学
校
の
教
師
と
な

っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
履
歴
を
見
る
と
、
商
豆
は
安
定
し
て
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
は
な
い
。
そ
の
わ
け
は
、
初
期

に
は
寺
子
屋

.
私
塾
時
代
の
非
統
制
的
な
伝
統
、
あ
る
い
は
自
由
民
権
期
の
反
体
制
的
な
雰
囲
気
の
あ

っ
た
学
校
現
場
も
こ
の
時
期
に
は

か
な
り
強
力
に
画

一
化

.
統
制
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
官
製
化
が
著
し
い
学
校
現
場
の
空
気
に
商
豆
は
な
じ
め

な
か
っ
た
。

次

に
商
豆
の
教
育
実
践
を
か
い
ま
み
る
。
ま
ず
信
太
高
等
小
学
校
に
お
い
て
は
同
小
開
校
式
の
際
に
、
次
の
よ
う
な
唱
歌
を
作
成
し
た
。

き
か
み
た
け
び
て
、
も
の
玉
ふ
の
、
ま
け
じ
と
き
ほ
ひ
し
、
し
ろ
や
ま
に
、
う
ま
ら
に
き
づ
き
し
、
ま
な
び
や

の
、
ま
け
じ
と
き
ほ



(
23

)

ひ
て
、
ま
な
べ
か
し

(二
番
略
)

宗
道
尋
常
高
等
小
学
校

『沿
革
誌
』
に
は
商
豆
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
九
年
四
月
二
十

一
日

教
授
雇
朝
日
商
豆
教
育
集
会

へ
出
張
せ
り

同
三
十
年
四
月
二
十

一
日

本
郡
教
員
集
会

へ
校
長
代
理
朝
日
商
豆
出
張
せ
り

学
校
沿
革
誌
は

一
般
に
そ
の
学
校
に
と

っ
て
か
な
り
重
要
な
事
柄
を
特
記
す
る
こ
と
が
多

い
。
そ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
右
の

記

事
で
は
商
豆
は
校
長
の
代
理
を
す
る
な
ど
、
そ
れ
な
り
に
校
務
に
尽
力
し
て
い
た
と
推
察
し
て
よ
い
。

(
24

)

ま
た
、
彼
な
り
の
持
ち
味
を
教
育
現
場
で
発
揮
し
て
い
た

こ
と
が
、
次
の

『
い
は
ら
き
』
(明
治
三
〇
年
三
月
六
日
付
)
新
聞
の
記
事

か

ら
わ
か
る
。

学
校
職
員
慰
労
会

結
城
郡
宗
道
尋
常
小
学
校
長
幕
田
孫
作
氏
は
精
勤
家
の
名
あ
る
人
な
る
が
去
る
廿
七
日
午
後
三
時
半
よ
り
同
地
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尋
常
高
等
両
校
の
職
員
十
数
名
を
学
校
構
内
の
自
邸
に
招
待
し
て
慰
労
の
宴
を
催
し
た
り
席
上
同
学
校
な
る
朝
日
商
豆
大
人
の
伊
勢
物

語
の

一
節
其
他
詠
歌
に
就
て
の
秒
訣
な
ど
講
話
あ
り
し

(略
)

管
理
主
義
的
学
校
教
育
に
は
な
じ
め
な
い
田
舎
の
教
師
朝
日
商
豆
で
は
あ

っ
た
が
、
自
己
の
得
意
と
す
る
も
の
を
極
力
、
地
域
に
お
け

る
学
校
現
場
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

次
の
赴
任
校
下
妻
中
学
校
で
は
ど
う
か
。
商
豆
は
助
教
諭
心
得
の
職
.格
で
、
国
語
科
を
週

一
五
時
間
担
当
し
た
。

ま
た
同
窓
会
の
為
桜

(
25
)

会

で
は

「
語
学
門
主
任
」
な
る
も

の
を
し
て
い
る
。
そ
の
会
誌

『為
桜
会
雑
誌
』
に

「嶺
の
嵐
」
と
題
し
た

一
五
首

の
歌

(第
二
号
)
や

「
尾
の
へ
の
花
」
と
題
し
た
二
〇
首
の
そ
れ

(第
三
号
)
を
寄
せ
て
い
る
。

=
刀
、
生
徒
指
導
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な

一
件
が
あ
っ
た
。
生
徒
の
風
見
章
な
る
も
の
ら
が
首
唱
者
と
な
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行

し
た
。
学
校
当
局
と
し
て
は
そ
の
首
唱
者
が
陳
謝
す
れ
ぽ
退
校
処
分
を
ひ
か
え
る
つ
も
り
で
生
徒
の
わ
び
を
待

っ
た
。
何
か
の
用
で
風
見



は
校
長
と
会
う
た
め
に
廊
下
を
歩
い
て
い
く
と
、
朝
日
商
豆
に
会

っ
た
。
風
見
が
事
情
を
話
す
と
商
豆
は
、
善
い
と
信
じ
て
行
動
し
た
な

ら
貫
徹
す
べ
き
で
威
力
に
屈
す
べ
き
で
は
な
い
旨
を
倍
し
た
。
風
見
は
退
学
処
分
を
う
け
、
以
後
も
商
豆
の
教
え
の
通
り
に
行
動
し
た
。

こ
れ
は
風
見
自
ら
が
後
年
、
郷
土
史
家
富
村
登
に
語

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
風
見
は
の
ち
に
政
界
に
入
り
、
法
務
大
臣
等
を
歴
任
し
た
。
商

　
　
　

豆
自
身
も
わ
ず
か
四
ヶ
年
間
で
下
妻
中
学
校
を
退
職
し
た
。
同
校
は
地
域
に
お
い
て
は
学
力
が
高
い
、
い
わ
ゆ
る

エ
リ
ー
ト
の
学
校
と
し

て
聾

(そ
び
)
え
立

っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
学
校
に
教
員
と
し
て
入

っ
て
い
っ
た
商
豆
は
厳
重
な
管
理
に
基
づ
く

公
教
育
に
同
化
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
逆
に
い
え
ぽ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
商
豆
の
信
念
は
培
わ
れ
、
堅
持
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

③

歌
人
と
し
て

朝

日
商
豆
が
作
歌
を
開
始
し
た
正
確
な
時
期
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
第

一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
彼
の
幼
少
年
時
代
、
親
族
に
は

歌

を
嗜

(た
し
た
)
む
人
達
が
い
た
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
う
遅
い
時
期
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
第
1
表
に
よ
る
と
、
最
も

72

早

い
も

の
は
元
治
元
年
の

『
詞
塵
集
』
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
歌
集

(稿
本
)
で
あ
る
の
で
実
際
の
詠
歌
は
も

っ
と
早
い
時
期
で
あ
ろ

2

う
。の

ち
の
昭
和

一
六

(
一
九
四

一
)
年

一
〇
月
こ
ろ
、
鬼
盾
は
父
商
豆
の
歌
を
か
ぞ
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぽ
明
治
九
年
迄
の

分

は
五

一
一
九
首
、
そ
の
後
の
分
は
ニ

コ
ニ
八
首
、
合
計
七
二
五
七
首
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
て
を
か
ぞ
え

き

れ
ず
、
「未
だ
数

へ

(
27
)

ざ

る
も

の
」
、
「数

へ
に
く
き
」
も
の
も
あ
る
と
付
記
し
て
い
る
。
商
豆
の
妻
で
あ
り
、
自
ら
も
何
が
し
か
の
歌
を
夫

に
影
響
さ
れ
て
詠
ん

(
28
)

(
29

)

だ

い
せ
の
推
定
で
は
二
〇
万
首
近
い
と
い
う
。

商
豆
は
た
だ
単
に
詠
歌
の
数
が
多
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
い
く

つ
か
の
国
語
国
文
に
関
す
る
も
の
を
著
し
て
い
る
。
そ

の
主
著
と
い
う
べ
き
も
の
は
明
治
四

(
一
八
七

一
)
年
三
月
に
も
の
し
た

『文
典
真
曽
鏡
』
(稿
本
)
で
あ
る
。
本
書

は

「『
ぞ
』
と
か
か

(
30
)

れ
ば

『
る
』
と
結
ぶ
よ
う
に
と

『係
り
結
び
』
の
心
得
」
を
、
例
え
ば
横
軸
を

「
一
段
懸
辞
」、
「
二
段
懸
辞
」
な
ど
、
縦
軸
を

「加
行
四



第1表 朝日商豆歌稿目録

副 題 名1歌 数1作 成 時 期

1 詞塵集 933 元治元
2 黒児 日記 慶応元
3 二荒 日記 元 治2・3

4 葎室集 三 952 慶 応 元 ・5～ 同2・10・2

5 葎室日並詠草 四 842 慶 応2・10・11～ 明 治元 ・4

6 葎室詠草 六 487 明治3・6～ 同4

7 商豆詠草 七 936 明治3・9～ 同5・5

8 商豆詠草 十一 969 明治6～ 同9
9 朝日商豆坂井村へ立時送
別和歌会井題暁納涼

10 巡回中のせめ歌 明治16・11

11 朝日商豆詠草 132 明治17
12 商豆詠草(合 本) 明治17・11～ 同18・8

13 送別歌集 明治18
14 辞世百首 100 明 治18・ 夏

15 商豆詠草 明 治19・1～

16 商豆詠草 明 治24・4・15

17 やんれいぶ し かそへ 明 治27・7・11

貧乏歌
18 商豆詠草 58 明 治30・ 冬

19 年の始の歓 20 明 治32・ 正
20 修学旅行歌 135 明 治33・10・22

21 詠草雑録 明 治32・6・26
22 朝日商豆詠草 明 治33・6・27
23 朝日商豆詠草 明 治33・8・8・1
24 朝日商豆詠草 明 治33・10・6
25 朝日商豆詠草 明 治33・11・1

26 旅の歌 東京 小野 10 明 治36・9～ 同 ・10

27 朝日商豆詠草 明 治37・4・20
28 物名歌 二 880 明 治39・8
29 玖玖斜斜 明 治41.4.8～
30 離歌五百首 500 明 治43.10.27

31 流水歌 51 大 正3・4・22
32 入水歌 52 大 正4・3・21
33 朝日商豆詠草 25 大 正4・9・17
34 朝日商豆詠草 87 大 正4・9・17
35 猿歌五十首(三 流歌) 50 大 正4・9・17

36 ひさかけうた 33 大 正6・1・15
37 玖玖斜斜 三十八 大 正6・5・11～
38 時勢百人一首 29

39 朝日商豆家集 前編 稿 491 明 治29・8・14

(注)

・r商豆歌稿 目録』(昭 和16年10月28日 ,朝 日兜首作成,朝 日實家文書)を も

とに作成
・No .は同上文書の 「商豆歌稿番号」,よ って配列順も同文書の通り
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段
言
」、
「佐
行
四
段
言
」
な
ど
と
表
記
し
た
文
法
書

(
一
覧
表
)
で
あ
る
。
,商
豆
の
弁
に
よ
れ
ぽ

『文
典
真
曽
鏡
』

の
い
わ
れ
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

文
典

ハ
其
種
類
数
書
ア
リ
ト
蛮

モ
完
全
ナ
ル
少

シ

一
八
懸
緒

二
委
シ
ト
思
ヒ
バ
活
用

二
不
足
セ
リ
又
活
用

二
充
分

ナ
リ
ト
思
ヒ
バ
懸

緒
等

二
不
充
分
ヲ
来
タ
セ
リ

(略
)
真
曽
鏡
ト
名
付
ケ
シ
所
以

ハ
真

ハ
マ
コ
ト
之
曽

ハ
ス
ノ
通
音
ス
ハ
澄

(
ス
ミ
)

ノ
略
言
之
云
フ
意

(
31
)

ハ
誠

二
澄
テ
明
ナ
ル
鏡
ト
云

二
鏡

ハ
云
フ
造
モ
ナ
ク
物
ノ
善
悪
ヲ
写
ス
器
具
ナ
リ

そ
し
て
商
豆
は
同
年
五
月
に
は

『
真
曽
鏡
讃
歌
』
と

『
真
曽
鏡
懸
緒
歌
』
(
い
ず
れ
も
稿
本
)
に
よ

っ
て
、
具
体
的
事
例
を
あ
げ

な
が

ら
、
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
。
ま
た

『懸
辞
弁
考
稿
』、

『真
曽
鏡
受
辞

難
辞
の
部
』
(と
も
に
年
不
明
)
も
ぞ
う

し
た
懸
結
論
の
草

稿
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
商
豆
は
文
法
に
精
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
遺
作

『
音
韻
相
通
仮
字
反
図
』、
『
活
語
五
種
貫
之
圃

並
樹
辞
』
、
『
動
詞
の

427

活
用
』
、
『助
動
詞
』
、
『文
章
選
格
』
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。

当
然
、
古
典
の
解
釈
も
怠
り
な
か

っ
た
。
そ
の
こ
と
は

『
万
葉
集
抜
書
』
、
『大
鏡
目
録
並
歌
』、
『
古
語
拾
遺

土
佐
日
記

万
葉
集
』

と
い

っ
た
も
の
で
推
察
で
き
る
。
と
く
に
土
佐
日
記
に
は
自
ら
注
釈
を
加
え
て
い
る
つ

明
治
三
〇
年
七
月
の

『
朝
日
商
豆
歌
集
』
(前
編
)
の
出
版
に
奔
走
し
た
門
人
の
渡
辺
武
助

(後
述
)
は
そ
の
序
文

の
中
で
次

の
よ

う

に
舌
を
巻
い
て
い
る
。

或
日
欲
訂
国
文
。
則
不
若
託
朝
日
商
豆
翁
。
余
聞
之
躍
然
。
遽
馳
人
聰
之
。
翁
許
諾
負
瓢
而
来
。
状
貌
奇
古
。

一
見
知
非
凡
人
。
万

延
之
室
。
侑
酒
質
疑
。
翁
応
答
明
確
。
蔽
奥
不
可
測
。

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
披
歴

(れ
き
)
し
て
い
る
。

及
門
諸
子
勧
著
書
規
利
以
充
家
資
。
而
如
不
問
也
。



す
な
わ
ち
、
商
豆
に
と

っ
て
は
出
版
に
よ
り
資
を
得
よ
う
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
明
治

一
八
年

一
月
に
は
朝
日
商
豆
の
撰
に
よ
る

『
明
葉
和
歌
集
』

の
刊
行
が
真
壁
郡
の
中
山
三
木
三
郎
な
る
も
の
に
よ
り
計
画

(32

)

さ
れ

て
い
る
。
ま
た
同
三
二

(
一
八
九
九
)
年

一
一
月
二
〇
日
に
は

『
椙
の
家
集
』
上
梓
を
す
す
め
る
川
村
忠
雄
に
上
巻
分
と
し
て
四
四

(
33
)

八
首

を
送

っ
て
い
る
。
た
だ
、

こ
れ
ら
の
歌
集
が
刊
行
さ
れ
た
の
か
は
目
下
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。

文
法
等

の
基
本
が
で
き
て
お
り
、
他
か
ら
も
認
め
ら
れ
た
商
豆
の
作
品
は
何
回
か
盗
作
の
被
害
に
あ

っ
て
い
る
。

一
例
と
し
て
、
彼
の

次
の
よ
う
な
文
章
を
紹
介
し
て
お
く
。

山
家
集
と
い
ふ
題
に
て
お
の
か
よ
み
し
歌
に

「
柴
の
戸

我
を
残
し
て

け
ふ
も
又

ふ
き
世
に
い
つ
る

山
塞

の
白
雲
」
と
い
ふ

が
あ
り
、
し
か
る
を
中
学
世
界
臨
時
増
刊
青
年
文
壇
に
此
歌
い
て
た
り
と
い
ふ
、
た
だ
し
作
者

ハ
稲
敷
郡
の
人
に
て
義
十
二
と
か
い
ふ

人

な
り
と
い
ふ
、
さ
て

ハ
金
子
正
次
主
に
き

Σ
た
る
な
り

5　

(『
朝
日
商
豆
詠
草
』
明
治
三

一
年
初
秋
よ
り
)

2

い
ず
れ
に
し
て
も
、
基
本
的
な
国
語
学
に
裏
付
け
ら
れ
て
歌
を
詠
む
商
豆
の
名
は
広
ま
っ
た
、

結
城
町
を
あ
り
き
け
る
と
き
、
し
ら
ぬ
か
あ
な
た

ハ
朝
日
先
生
で

ハ
あ
り
ま
せ
ん
か
い
ひ
け
れ

ハ
よ
め
る
此
人

ハ
峯
岡
敬
吉
な
り

(前
同
)

例

え
ば
活
字
に
な

っ
た
さ
き
の
代
表
的
歌
集

『
朝
日
商
豆
歌
集
』
前
編

に
は
多
く

の
関
係
人
物
が
歌
題
や
歌
の
中

に
登
場
す
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ぽ
商
豆
の
交
友
の
相
手
に
は
本
居
豊
頴

(鏡
屋
門
流
)
や
伊
能
頴
則

(大
学
大
助
教
)
と
い
っ
た
中
央
学
界

の
人
達
が
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
確
か
に
彼
ら
は
著
名
人
で
あ
る
。
だ
が
、
圧
倒
的
に
多
く
は
無
名

の
人
達
で
あ
る
。

つ
ま
り
商
豆
が
住

ん
だ
り
、
歩
い
て
い

っ
た
範
囲
の
人
々
で
あ
る
。
と
く
に
実
家
の
あ
る
宮
淵
お
よ
び
小
野

・
江
戸
崎
と
い

っ
た
利
根
川

一
帯
、
長
じ
て
か
ら
最
も
長
く
住
ん
だ

宗
道

お
よ
び
下
妻

・
水
海
道
と
い
っ
た
小
貝
川
の
ラ
イ
ン
、
総
じ
て
い
え
ぽ
常
総
地
方
の
も
の
が
多
い
。
相
手
の
職
業
は
判
事

・
検
事
と



日
商
豆
歌
集
』
前
編
に
あ
る

「皇
典
の
巡
回
し
け
る
時
松
崎
安
雄
ぬ
し
の
楼
に
や
と
り
け
る
夜
」
は
そ
の
典
型
で
あ

る
。

幸
い
、
商
豆
の

『履
歴
書
』
に
は
指
導
し
た
国
学

・
和
歌
の
会
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
2
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
が
設
立
さ
れ

た
順
、
あ
る
い
は
商
豆
が
関
与
し
た
順
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
会
を
略
地
図
の
上
に
お
と
し
た
の
が
第
2
図
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み

る
と
、
商
豆
が
国
学

・
和
歌
を
指
導
し
た
地
域
は
す
で
に
彼
の
行
動

(交
友
)
範
囲
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
な
地
域
、
す
な
わ
ち
常
総

地
方
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
中
心
の
場
所
か
ら
、
周
辺
部

へ
と
指
導
を
広
げ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
宗
道
地
域
の
場
合
は
ま
ず
本
宗
道
か
ら
西

は
皆
葉

・
別
府
、
東
は
見
田

へ
と
会
を
設
立
し
た
り
、
関
与
し
て
い
く

。な
お
本
宗
道
の
よ
う
な
基
点

(始
ま
り
)
と
な

っ
た
地
域
は
い

ず
れ
と
も
河
川

・
水
運

・
河
岸
等
に
関
係
が
あ
る
。

例
の

『履
歴
書
』
に
は
明
治

一
四
年
四
月

一
一
日
、
会
の
ひ
と

つ
淳
風
会
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

淳
風
会

ノ
教
頭
ト
成

ル

但
シ
会
員

一
同
ノ
懇
願

二
依
テ
ナ
リ

此
会

ハ
敬
神
尊
王
愛
国

ノ
三
大
旨
ヲ
拡
張

ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
教
頭

い

っ
た
司
法
関
係
者

(松
也
通
昭
、
鴻
巣
盛
雄
)、
あ
る
い
は
部
長

・
議
員

と

い

っ
た
政
治
行
政
関
係
者

(高
橋
諸
随
、
小
林
大
次
郎
)

と

い
っ
た
人

々
も
い
た
。
だ
が
、
か
な
り
多
く
は
地
域
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
仕
事
に
励
ん
だ
農
民
あ
る
い
は
神
官

・
僧
侶
で
あ
る
。
商
豆

は
と
り
わ
け
歌
の
仲
間
と
は
親
し
く
交

っ
た
。
そ
の
仲
間
と
は
野
牛
道
徳
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
の
詠
草
に
は
泊
ま
り
歩
い
た
家
が
瀕
繁
に
出
て
く
る
。

粟
野
な
る
和
田
倉
吉
ぬ
し
の
家
に
や
と
り
け
る
夜
、
枕
も
と
に
お
き
た
る
さ
か
な
を
猫
が
き
て
く
ふ

一
月
二
十
二
日
夜

牧
正
道
ぬ
し
の
家
に
や
と
る

(『
朝
日
商
豆
詠
草
』
明
治
三

一
年
初
秋
よ
り
)

こ
う
し
た
類

の
表
記
を
列
記
す
れ
ぽ
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
の
で
、
省
略
す
る
。

次
に
、
商
豆
の
国
学

・
和
歌
の
指
導
に
つ
い
て
記
す
。
彼
の
歌
に
は
そ
の
こ
と
に
関
す
る
記
載
が
度
々
見
う
け
ら
れ
る
。
さ
き
の

『
朝
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第2表 朝日商豆が指導した会(茨 城関係)

会 名1場 所;障 考

淳 風 会

国 学 会

国 風 会

和文学会
ヴ廿=ム
ユ二 一=z雲

皇朝学会

文典学会

歌文学会

本朝学会

敷 島 会

頭 学 会

空 見 会

本 学 会

和文学会

皇 学 会

空 満 会

神典学会

真壁郡坂井村

豊田郡宗道村宗道

河内郡阿波村阿波

豊田郡三妻村三坂

豊田郡三菱村中妻

真壁郡大村海老ケ島

真壁大宝村堀籠

豊田郡西豊田村粟野

岡田郡大形村別府

岡田郡大形村皆葉

豊田郡宗道村見田

稲敷郡太田村小野

真壁郡下妻町下妻

豊田郡石下町新石下

豊田郡石下町本石下

稲敷郡柴崎村成渡

稲敷郡木原村木原

c

f

P

l

m

a

b

e

h

i

g

o

d

k

j

n

q

(注)

・下妻一高蔵 『履歴書』を基準とした

・本学会以下は朝 日貴家所蔵の下書きの 『履歴書』(大 正2年1月)に よる

・アルファベ ットは第2図 に対応する

ハ
皇
典
ノ
講
義
ト
詠
歌
ノ
添
削
ト
ヲ
掌

ル

会

場
真
壁
郡
坂
井
村

会
日
毎
月
第
二
ノ
日
曜
日

商
豆
は
会
員
の
強
い
希
望
に
よ
り
、
会
の
指
導

に
当
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
彼
が

一
時

期
、
職
を
奉
ず
る
学
校
と
い
う
教
育
界
と
は
、
同

じ
教
育
の
世
界
で
も
正
反
対
の
立
場
で
あ
る
。
安

定
的
で
は
あ

る
が
、
「
上
か
ら
」
与
え
て
教
え
込

む
と
こ
ろ
で
、
し
か
も

「
あ
が
ら
」
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
学
校
と
、
創
り
た
い
も

の
が

っ
く
り
、
学

び
た
い
も
の
が
教
え
を
乞
う
学
習
会
と
は
本
質
的

に
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
商
豆
の
本
意
と
す
る

と
こ
ろ
は
こ
う
し
た
会
の
指
導
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
自
ら
力
も
入

っ
て
い

っ
た
り
、
自
ら
設

立
し
た
り
、
関
与
し
て
い
く
機
会

が
増

え

て

い

く
。「
下
か
ら
」
の
会
設
立
の
よ
う
す
は

『
い
は
ら

(
34
)

き
』
(明
治
二
四
年
二
月
二
九
日
付
)
の
次

の
記

事
か
ら
も
わ
か
る
。
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窮2図 朝日商豆が指導 した会

(注)a皇 朝学会m空 三会__一_鬼,イ
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国
語
研
究
会
豊
田
郡
の
飯
泉
枝

一
郎
松
本
貢
杉
田
弥
四
郎
の
諸
氏
発
起
者
と
な
り
廿
七
日
よ
り
来
春

一
月
六
日
ま
て
都
合
十
二
日
間

同
郡
宗
道
村
大
字
見
田
密
蔵
院
に
於
て
国
語
研
究
を
開
か
る
」
由
に
通
信
あ
り

こ
の
会
は
第
2
表

・
第
2
図
の
国
学
会

(見
田
)
の
こ
と
で
あ
る
。

同

『
履
歴
書
』

に
よ
れ
ぽ
、
商
豆
は
こ
う
し
た
会
で
次
の
よ
う
な
も
の
を
教
科
書
と
し
て
用
い
た
。

古
書
記
、
日
本
書
紀
、
古
語
拾
遺
、
延
喜
式
、
神
里
正
統
記
、
土
佐
日
記
、
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
、
源
氏
物
語
、
枕

草

子
、
十
六
夜
日
記
、
徒
然
草
、
万
葉
集
、
百
人

一
首
、
玉
鉾
百
首
、.
文
典
真
曽
鏡

時
に
は

『
寂
真
草
』、
『
後
撰
集
』、
『
方
丈
記
』
を
加
え
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
こ
れ
ら

の
う

ち
、
『
土
佐
日
記
』

に
は
全
て
注
釈
を
加
え

た
こ
と
が
あ
る
こ
と
や

『
文
典
真
曽
鏡
』
は
自
ら
の
著
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

商
豆
は
自
ら
講
義
録
を
作
成
し
た
。
例
え
ば

『
百
人

一
首
講
義
』
は

「此
書
の
由
来
」、

コ

、
体
語
」
、
「
二
、
用
語
」、

「
三
、
辞
」、

79

「
四
、

助
辞

」
、

「
五
、

発

語

」
、

「
六
、

延

言

」
、

「
七
、

約

言

」
、

「
八

、

通

言

」
、

「
九

、

略

言

」
、

「
天

智

天

皇

」
、

「
秋

の
田

の
」
、

「
皇

国
音

2

数

」

と

い
う

順

で
見

出

し

を

付

け

、

小

さ

な

文

字

で

内

容

を

詳

細

に
記

し

て

い

る
。

な

お
、

そ

の
最

後

の
頁

は

メ

モ

の
欄

で

「
淳

風

会
講

義

一
秋

の
田

の

十

六

年

四

月

十

五

日

」

と

進

度

が

書

き

込

ま

れ

て

い
る
。

(
35
)

受
講
者
は
講
義
内
容
を
筆
記
す
る
な
ど
し
た
。
永
滝
満
樹
な
る
も
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
筆
記
録
を
の
こ
し
て
い
る
。

・
和
歌
之
講
義
筆
記

第

一

明
治
二
五
年
四
月
三
日
～

・
日
本
文
典
講
義
筆
記

同
二
五
年
五
月
二
二
目

・
日
本
文
典
講
義
筆
記

同
二
六
年

一
〇
月
二
〇
目

・
日
本
文
典
講
義
筆
記

同
二
七
年
三
月
二
三
日

さ
て
朝
日
商
豆
の
和
歌
の
作
風

に
つ
い
て
、
分
析
を
す
る
。
数
多
く
の
商
豆
の
作
品
を
通
覧
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
色
を
容
易
に
知



る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
人
と
の
交
わ
り
を
歌

っ
た
も
の
の
多
さ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
当
然
、
前
章
で
述
べ
た

商
豆
の
知
友

・
門
人

の
多
さ
と
関
連
す
る
。
彼
が
歌
を
詠
む
時
に
ま
ず
記
す
歌
題
の
中
に
人
名
が
頻
出
す
る
。
さ
ら
に
彼
の
歌
の
中

に
は

何

々
を

「と
ふ
ら

ふ
」
と
か
、
ど
こ
ど
こ
へ

「ゆ
く
」
と
い
う
文
言
が
目
立
つ
。
ま
た
人
の
歓
送
の
機
会
に
も
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
を

『朝
日
商
豆

歌
集
』
前
編
の
歌
題
で
例
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・
平
野
春
射
ぬ
し
の
愛
嬢
庵
を
と
ふ
ら
ひ
け
る
時

・
別
れ
を
告
げ
ん
と
て
小
倉

つ
る
子
ぬ
し
を
と
ふ
ら
ひ
け
る
に

・
伊
能
頴
則
の
十
五
年
祭
を
香
取
に
て
行
ひ
し
時
ゆ
く

・
松
井
通
昭
ぬ
し
因
幡
国
鳥
取

へ
行
く
別

に
よ
め
る

・
判
事
従
七
位
鴻
巣
盛
雄
主
だ
ち
と
あ
ひ
は
か
り
て
歓
迎
会
て
ふ
も
の
を
月
々
ひ
ら
き
た
り
き

o　

彼
に
と

っ
て
は
酒
と
は
そ
う
し
た
人
と
の
交
際
の

一
手
段
で
あ
り
、
放
浪
と
は
そ
う
し
た
結
果
で
あ

っ
た
と
い
え

な
く
も
な
い
。
い
ず

2

れ

に
し
て
も
、
こ
う
し
た
人
と
の
ふ
れ
合
い
の
多
さ
は
い
か
に
も
地
域
皿
村
の
歌
人
ぶ
り
を
象
徴
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
商
豆
の
歌
に
は
冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
そ
の
点
は
と
り
わ
け
歌
題
の
中

に

「身
ま
か
り
け
る
」
と
い
う
文
言
が
多
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
同
歌
集
の
歌
題
で
例
を
示
す
。

・
二
月
十
五
日
小
野
寺
真
澄
ぬ
し
の
身
ま
か
り
け
る
時

・
黒
岩
七
郎
翁
九
十
二
に
て
身
ま
か
り
け
る
時

・
金
田
伊
訓
主
の
母
金
田
鶴
ぬ
し
の
身
ま
か
り
け
る
時

・
弥
生
の
末
つ
か
に
生
井
鍋
吉
主
の
身
ま
か
り
け
る
持

す
で
に
、
神
官
と
し
て
の
商
豆
に
つ
い
て
は
地
域
お
よ
び
そ
の
生
活
と
の
密
着
ぶ
り
を
証
明
し
た
が
、
彼
の
歌
の
方
に
も
冠
婚
葬
祭
等



に
関
わ
る
も
の
が
多
い
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
商
豆
の
門
人
に

飯
泉
桂

一
郎
な
る
も
の
が
い
た
。
す
で
に
こ
の
人
は
前
記
国
語
研
究
会

(見
田
の
国
学
会
)

の
設
立
の
と
こ
ろ
で
史
料
中
に
登
場
し
た
。

ま
た
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
共
同
研
究

『
村
落
生
活
の
史
的
研
究
』
で
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
割
合
す
る
が
、
結
城
郡
宗
道
村
伊
古

(
36

)

立
の
有
力
農
民
で
あ
る
◎
飯
泉
家
に
商
豆
が
現

わ
れ

る

の
は
、
膨
大
か
つ
子
細
な
桂

一
郎
の

『
日
記
』
に
よ
れ
ぽ
明
治
二
四

(
一
八
九

一
)
年

一
一
月

一
五
日
の
村
社
鹿
島
神
社
鎮
守
祭
の
日
で
あ

っ
た
。
飯
泉
家
が
招
待
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
桂

一
郎
は
多
量
の
日

記
を
整
理
し
・
『

(37
)

万
年
帳
一』
と
題
し
て
ま
と
め

て

い
る
・
そ
れ
は
明
治
二
三
年
か
ら
昭
和
二

(
五

一七
)
年
ま
で
の
出
来
事

対
象
と

し
て

い
る
。
そ
の
記
載
項
目
を
分
類
し
て

み
る
と
、
全
三
三
三
項
目
中
、
最
も
多
い
の
は
葬
儀
関
係
記
事
で
九
九
件
、
以
下
、
婚
礼
五

六
、

奉
公
三
九
、
出
産
と
住
宅
建
築
各
二
四
、
病
気

一
六
、

子
供
祝

=
二
、

学
校

一
〇
等

々
と
続
く
。

実
に
冠
婚
葬
祭
関
係
で
全
体
の

三
分
の

一
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
い
え
ぽ
、
村
人
は
地
域
の
日
々
の
生
活
に
あ

っ
て
、
冠
婚
葬
祭
に
か
な
り

128

関
心
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
出
産
や
子
供
祝
も
含
め
れ
ば
、
村
人

の
関
心
の
半
分
は
生
活
に
深
く
関
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
人
生
儀

礼

の
で
あ

っ
た
。
そ
の
飯
泉
桂

一
郎

(歌
号
良
計
)
家
で
は
、
明
治
三

一
年
に
次
子
の
久
雄
が
病
死
し
て
い
る
。
こ

の
時
、
商
豆
は
宗
任

神
社
神
官
松
本
貢
が
不
在
で
あ

っ
た
の
で
、
代

っ
て
勤
め
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
詠
ん
だ
。

一
月
十
日
の
夜
、.
飯
泉
桂

一
郎
ぬ
し
の
子
久
雄
ぬ
し
の
身
ま
か
り
け
る
後
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

忘
れ
て
は
、
寝
覚
の
床
を
探
り

つ
エ
、
無
き
に
そ
い
と

工
袖
は
ぬ
る
覧

(『朝
日
商
豆
歌
集
』
前
編
)

こ
の
年
、
同
家
で
は
長
女
清
瀬
の
紐
解
、
長
男
玄
雄
の
袴
着
祝
を
と
り
行
な

っ
た
。
そ
の
時
、
商
豆
は
次
の
よ
う
な
歌
を
贈

っ
た
。

三
十

一
年
旧
十

一
月
十
五
日
、
飯
泉
桂

一
郎
ぬ
し
の
子
の
い
は
ひ
、

一
人

ハ
お
ひ
と
ぎ
、

一
人

ハ
は
か
ま
き
な
い

こ
ろ
も
の
ひ
も
を
と
き
す
つ
る
、
な
エ
つ
八
千
代

へ
ん
は
し
め
な
り
、
う
ち
の
名
に
お
ふ
い
ひ
い
つ
み
、
き
よ
き
な
か
れ

ハ
た
え
せ



め
や

(『
朝
日
商
豆
詠
草
』
明
治
三

一
年
初
秋
よ
り
)

ま
た
、
明
治
四
五

(
一
九

一
二
)
年
四
月
二
五
目
、
桂

一
郎
の
実
父
斧

一
郎
の
大
々
的
な
葬
儀
の
際
、
商
豆
は
祭
官
の
役
を
勤
め
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
飯
泉
家
と
商
豆
お
よ
び
そ
の

一
家
と
の
往
来
は
頻
繁
と
な

っ
た
。
桂

一
郎
は
朝
日
家
に
日
待
祭
と
い
う
て
は
赤
飯
を

持
参
し
た
り
、
金
穀
が
な
か
ろ
う
と
い
っ
て
は
義
損
し
た
。

一
方
、
商
豆
は
飯
泉
家
に
歌
の
指
導
と
い
っ
て
は
来
た
り
、
豊
年
祝
と
し
て

(
38
)

の
村
相
撲
が
あ
る
と
い
っ
て
は
や

っ
て
来
た
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
商
豆
の
作
風
に
つ
い
て
、
歌

の
中
に
人
と
の
交
友
、
そ
れ
と
関
連
し
て
冠
婚
葬
祭
な
ど
人
生
儀
礼
関
係
の
多
い
こ
と

と

い
う
二
点
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
は
商
豆
が
た
だ
単
に
村
に
い
る
、
村
の
家
に
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て

い
る
。
彼
は
村
を
歩
き
、
歩

い
て
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
自
分
の
目
で
直
に
見
、
自
分
の
体
で
味
わ

っ
て
歌
を
詠
む
こ
と
が
多
か
っ
た

82

の
で
あ
る
。

2

し
た
が

っ
て
商
豆
の
作
品
に
は
地
域
の
景
観
や
風
物
が
多
く
あ
ら
わ
れ
る
。
例
え
ば

『朝
日
商
豆
歌
集
』
前
編
で
は
水
戸
、
香
取
、
成

田
、
筑
波
山
、
江
戸
崎
、
香
取
郡
寺
内
、
鹿
島
、
崎
房
な
ど
が
登
場
す
る
。

他
の
歌
集
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

大
宝
の
湖
を
見
て
よ
め
る

、
け
し
き
よ
き
と
こ
ろ
と
や
見
ん
℃

い
に
し

へ
を
思
ひ
い
つ
れ

ハ
、
悲
し
き
水
う
み

(『
朝
日
商
豆
詠
草
』
明
治
三

一
年
初
秋
よ
り
)

旅
し
け
る
と
き
、
筑
波
山
を
見
て
よ
め
る

山
た
に
も
二
並
な
る
を
か
し
の
実
の
、
ひ
と
り
旅
に
て
日
を
そ
経
に
け
る



(同
右
)

具
体
的
な
地
名
は
出
て
こ
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

荒
れ
た
る
畑
を
見
て
よ
め
る

怠
り
の
心
ひ
と
つ
を
た
ね
と
し
て
、
し
け
り
に
し
け
る
は
た
の
く
さ
む
ら

(『朝
日
商
豆
歌
集
』
前
編
)

こ
の
よ
う
に
商
豆
の
歌
に
、
村
お
よ
び
村

々
の
景
観
や
風
物
が
多
い
こ
と
は
、
第

一
章
で
述
べ
た
彼
を
と
り
ま
く

「
豊
か
な
」
自
然

・

生
活
の
環
境
条
件
が
大
い
に
影
響
し
て
い
よ
う
。

(
39
)

そ
う
し
た
地
域
の
こ
と
に
関
心
を
持
つ
商
豆
は
古
碑
も
た
ず
ね
て
歩
い
た
。
明
治
二
〇
年
九
月
二

一
日
付

『
茨
城
日
報
』
は

「
ふ
る
き

い
し
ぶ
み
」
と
題
し
た
商
豆
の

一
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
は

『常
陸
風
土
記
』
に
あ
る
乗
浜
村

(神
宮
寺
村
)

の
古
碑

(弘
仁
二
年

3　

の
も
の
)
を
た
ず
ね
歩

い
た
こ
と
や
か
つ
て
住
ん
だ
小
野
村
に
石
碑

(康
永
元
年
の
も
の
)
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
地

2

域

に
生
き
、
地
域
に
生
き
が

い
を
感
じ
、
そ
し
て
地
域
を
動
き
ま
わ
る
商
豆
の
本
領
が
よ
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

商
豆
の
作
風
に
関
し
て
、
と
く
に
目
立
つ
第
四
点
目
と
し
て
、
自
然
体
で
気
を
楽
に
し
て
実
感
を
歌
う
姿
勢
を
あ
げ
た
い
。
も
と
よ
り

商
豆
は
と
り
た
て
て
功
名
心
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
歌
壇
や
学
界
を
牛
耳
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
も
な
か

っ
た
。
虚
勢
を
張
っ
て
詠

む
必
要
も
な
か
っ
た
。
よ
り

「良
い
」
歌
を
作
る
こ
と
が
生
き
が
い
で
あ

っ
た
。

よ

っ
て
時

に
は
何
気
無
い
こ
と
や
恥
か
し
い
こ
と
で
も
歌
で
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。

や
工
寒
く
な
り
ゆ
く
ぬ
れ
は
、
袷
を
き
て
い
て
よ
と
妻
の
い
ひ
け
る
に
す
ま
ひ
て
、
ひ
と

へ
衣
き
て
旅
に
い
て
た
り
け
る
に
、

い
た

く
寒
け
れ
ば
よ
め
る

吾
妹
子
か
き
よ
と
い
さ
め
し
言
の
葉

の
、
今
は
身
に
し
む
夕
暮
の
風



(『朝
日
商
豆
歌
集
』
前
編
)

水
戸

へ
ゆ
き
け
る
と
き
夜
更
て
雨
さ

へ
ふ
る
に
宿
と
ひ
わ
ひ
て
ま
よ
ひ
け
る
に
、
巡
査
高
野
正
巳
ぬ
し
の
あ
な
ひ
に
て
伊
勢
彦
支
店

に
や
乏
り
け
る
時
よ
め
る

し
る

へ
す
る
君
か
ま
之
と
し
な
か
り
せ
は
、
雨
に
ぬ
れ
夜
や
明
さ
ま
し

(『
梅
見

の
家
づ
と
』
)

以
上
、
本
章
で
は

一
定
の
年
齢
に
達
し
た
あ
と
の
朝
日
商
豆
を
お
お
む
ね
年
次
的

・
世
代
的
に
追

っ
て
み
た
。
念
願
か
な

っ
て
国
学

・

神
道

の
世
界
に
入

っ
た
商
豆
は
神
官
と
し
て
着
実
に

一
歩
ず

つ
歩
ん
だ
。
し
か
も
そ
の
活
動
は
他
の
神
官
に
指
導
者
と
し
て
推
挙
さ
れ
る

ほ
ど
で
あ

っ
た
。
彼
の
作
成
し
た
祝
詞
等
は
村
人
の
生
活
と
合
致
し
、
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
彼
の
編
纂
し
た
祝
詞
集
は
地
域
の
関
係

者

の
教
範
と
さ
れ
た
。
だ
が
、
彼
は
間
接
的
に
は
神
社

・
神
官

に
対
す
る

「
上
か
ら
」
の
方
針
変
更
と
再
編
成
、
お
よ
び
国
学

・
神
道
界

84

の
変

容
等
に
よ
り
、
直
接
的
に
は
周
辺
の
人

々
に
よ
っ
て
よ
り
安
定
的
な
職
業

(学
校
教
員
)
の
道

へ
転
ず
る
。
し

か
し
、
す
で
に
か
な

2

り
管

理
化
さ
れ
た
学
校
現
場
に
、
商
豆
は
努
力
し
て
も
な
じ
め
な
か
っ
た
。
教
育
に
関
し
て
彼
が
な
じ
め
た
の
は
自
主
性

・
自
発
性
が
あ

り
、

「自
由
」
の
度
合
が
高

い
、
地
域
民
に
よ
る
国
学

・
和
歌
の
会
で
あ

っ
た
。
こ
の
世
界
で
彼
は
理
論
的
な
自
著
を
用
い
て
、
国
学

・

和
歌

を
精
力
的
に
広
め
て
い
っ
た
。
村
お
よ
び
村
々
を
自
分
の
足
で
歩
き
、
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
人
々
と
交
流
を
し
た
。
時
間

が
あ

っ
て
も
無
く
て
も
放
浪
し
た
。
放
浪
し
て
人
と
会
え
ば
酒
を
嗜
ん
だ
。
し
か
し
放
浪
し
な
い
時
も
酒
を
飲
ん
だ
。
そ
の
歌
は
村
人
の

関
心
と
合
致
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
自
然

の
姿
勢
で
村
の
こ
と
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
豊
か
な
村
の
景
観
や
風
物

を
詠
ん
だ
り
、
村
の

古
跡
を
た
ず
ね
て
歩
く
な
ど
、
地
域
を
き
わ
め
て
重
ん
じ
た
。
そ
う
し
た
意
識
や
姿
勢
で
よ
り

「良

い
」
「自
分
」
の
歌
を
作
ろ
う

と
し

て
い
た
。



三
、
商
豆
の
上
京

す

で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
商
豆
は
明
治
三
三
年
四
月

に
地
域
の

エ
リ
ー
ト
の
学
府

・
県
立
下
妻
中
学
校
の
教
職
と
な

っ
た
。
当
初
、

一

五
円
の
月
俸
は
八

ヶ
月
後
の

一
二
月
に
は
二
五
円
と
な

っ
た
。
翌
三
四

(
一
九
〇

一
)
年

一
二
月
に
は

「職
務
勉
励

二
付
金
八
円
賞
与
」

(
40
)

が
出
た
が
、
そ
れ
も
わ
ず
か
四
年
間
で
退
職
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
述
べ
た
。
こ
の
間
、
二

日
モ
欠
勤
」
し
な

か

っ
た
。
退
職
の
わ
け

は
定

か
で
は
な
い
。
『続
伝
聞
長
塚
節
』
皿

(前
出
)
の
座
談
会
で
は

「
と
き
の
校
長
石
井
盈
の
作
歌
を
さ
ん
ざ
ん
酷

評
し
た
こ
と

で
気

ま
ず
く
な

っ
た
も
の
か
、
間
も
な
く
辞
め
」
た
と
あ
る
。
『
ひ
さ
ご
集
』
(前
出
)
は

「時
の
校
長
某
が
公
開
の
席
上

で
、
何
う
し
た
失
言

か

『教
育
勅
語
と
い
ふ
奴
は
』
云
々
と
演
説
し
た
の
で
、
翁
は

『
ヤ
ツ
と
は
何
事
ぞ
と
』
詰
責
し
て
激
論
し
た
の
が
、
端
な
く

一
つ
の
問

題
と
な
り
、
翁
は
か
や
う
な
校
長
の
下
に
於
て
は
教
職
を
執
ら
ぬ
と
て
先
づ
職
を
辞
し
、
間
も
な
く
校
長
も
亦
た
退
職
す
る
に
至

っ
た
と

5　

い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
い
ず
れ
も
明
確
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
二
つ
の
話
に
共
通
し
て
い
る
の
は
管
理
職
と
の
対
立
で

2

あ
る
。
や
は
り
、
こ
の
こ
ろ
の
商
豆
は
ま
す
ま
す
自
ら
の
人
生
観
や
教
育
観
に
強
い
信
念
と
理
念
を
も

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
か
な

り
体
系
化
さ
れ
た
現
場
の
管
理
体
制
に
は
な
じ
め
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
の
明
治
三
〇
年
代
は
教
育
内
容

の
整
備

・
統
制
が

ほ
と
ん
ど
仕
上
げ
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
さ
ぎ
の

『
ひ
さ
ご
集
』
の
叙
述
に
お
い
て
い
さ
さ
か
留
意
す
べ
き

こ
と
が

あ

る
。
そ
れ
は
商
豆
が

「
教
育
勅
語
と
い
う

奴
」

云
々
と
い
う
発
言
に
激
怒
し
た
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
文
言
は
確
実
な
証
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は

な
い
が
、
実
は
次
の
よ
う
な
直
接
は
関
係
の
な
い
商
豆
の
作
品
の
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

彼

の
作
品
に

『朝
日
商
豆
文
集
』
(六
)
と
い
う
稿
本
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た
。
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
祝

詞
や
吊
文
の
類
で

あ
る
。
以
下
、
項
目
名
を
列
記
し
て
み
る
。



1
、
常
陸
丸
遭
難
者
霊
祭
詞

(明
治
三
七
年
八
月

一
日
)

2
、
歩
兵
上
等
兵
飯
塚
彦
三
郎
君
葬
儀
吊
文

(同
三
八
年

一
月
)

3
、
内
田
政
助
君
を
吊
ふ
文

(同
三
七
年
九
月
二
七
日
)

4
、
陸
軍
歩
兵
上
等
兵
松
崎
国
吉
君
葬
儀
詞

(三
八
年
二
月
二
五
日
)

5
、
建
碑
式
文

(同
三
八
年
二
月
二
五
日
)

6
、
陸
軍
歩
兵
内
田

一
等
卒
葬
儀
詞

(同
三
八
年
三
月
五
日
)

7
、
吊
文

(同
三
八
年
三
月

一
二
日
)

8
、
征
露
戦
従
軍
兵
士
安
全
祈
薦
祝
詞

(同
三
七
年
四
月
二
八
日
)

9
、
祈
養
蚕
祝
詞

(同
三
三
年
三
月
二
六
日
)

・

6　

10
、
い
は
ひ
の
こ
と
は

(岡
三
〇
年

=

一月

一
五
日
)

2

11
、
紀
念
碑
建
碑
祝
詞

(同
三
六
年

一
〇
月

=
二
日
)

12
、
(椙
の
家
集

に
つ
い
て
、
同
三
二
年

一
一
月
二
〇
目
)

13
、
鈴
木
行
政
大
人

(同
三
五
年
三
月
)

14
、
(亀
田
鵬
齋

に
つ
い
て
、
同
二
九
年
九
月
二
日
)

15
、
日
清
戦
争
の
絵
巻
の
は
し
が
き

(
一
〇
月
二
九
日
)

す

で
に
、
9

・
10

・
12
に
つ
い
て
は
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
も
の
は
一
～
8

・
15
で
あ
る
。
つ
ま
り

一
五
点
の
う
ち
、
半

分
以
上
が
戦
争
関
係
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
日
清

・
日
露
の
戦
争
で
戦
死
し
た
地
域
の
者

へ
の
弔

い
で
あ
り
、
ま
た
安

全
を
祈
る
祈
願
で
も
あ
る
。
こ
の
未
曽
有
の
大
戦
争
は
地
域
の
人

々
の
心
情
と
生
活
を
根
幹
か
ら
大
き
く
揺
が
す
こ
と
と
な

っ
た
。
す
で



に
述

べ
た
よ
う
に
筆
者
は
地
域
の
文
化
の
形
態
を
三
つ
に
分
類
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に

「
上
か
ら
」
の
文
化

(官
製

文
化
)
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
時
の
政
権

・
政
府
が
政
策
に
基
づ
い
て
国
民
の
精
神

・
思
想
を
誘
導
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
文

化
政

策
は
明
治
期
の
場
合
、
第

一
波
と
第
二
波
と
二
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は

一
等
国
を
め
ざ
し
た
文
明
開
化
策
で
あ
り
、
後

者
は
中
央
集
権
的
な
再
編
を
構
造
的
に
企
て
た
国
家
主
義
政
策
で
あ
る
。
前
者
は
明
治
初
年
の
こ
と
に
対
し
、
後
者

の
方
は
明
治
三
〇
年

ご
ろ
、

つ
ま
り
産
業
革
命
お
よ
び
日
清

・
日
露
戦
争
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
者
を
筆
者
は

「
明
治
三
〇
年
文
化
」
と
し
た
。
ま

た
、

そ
の
文
化
は
役
場
や
学
校
や
神
社
な
ど
、
早
く
よ
り
国
家
の
伝
達
機
関
と
化
し
た
と
こ
ろ
を
通
し
て
地
域
に
入
ろ
う
と
し
た
こ
と
も

述
べ
た
。
紛
れ
も
な
く
、
朝
日
商
豆
に
も
明
治
三
〇
年
文
化
は
し
の
び
寄

っ
て
き

た
わ

け

で
あ

る
。
商
豆
に
は
地
域
の
人
々
の
無
事
帰

還
、

あ
る
い
は
安
ら
か
な
永
眠
を
祈
る
気
持
と
と
も
に
天
皇
お
よ
び
国
家

へ
の
忠
誠

・
献
身
の
強
調
も
み
と
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
後

者
に
関
す
る
文
言
、
例
え
ば

「
ま
つ
崎
、
玉
に
あ
た
り
死
ぬ
の
も
吉

(よ
し
)」
と
か

「
君
が
為
国
の
為
に
、
賂
れ

し
ぼ

か
り
、
世
に
ほ

728

ま
れ
な
る
」
(以
上
、
4
)
と
い
っ
た
類
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。

そ

の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
下
妻
中
学
校
退
職
後
の
商
豆
に
つ
い
て
追

っ
て
み
た
い
。
そ

れ

は
ま
さ

し
く
放
浪
歌
人
で
あ

っ
た
。
そ
し

(
41
)

て
明
治
四
五
年
に
は
家
督
を
子
息
の
鬼
盾
に
譲

っ
た
。

と

こ
ろ
が
、
商
豆

一
家
は
大
正
二
年
、
上
京
し
、
東
京
千
駄

ケ
谷
に
居
を
構
え
た
。
な
ぜ
東
京
に
住
む
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。
『
ひ
さ
ご

集
』

は

「
二
男
二
女
.の
仕
官
や
修
業
の
為
」
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
時
、
商
豆
は
家
督
を
譲

っ
て
い
る
こ
と
、
譲
ら
れ
た
鬼
盾
は
す
で
に

(
42
)

一
七
歳
の
時

(明
治
三
三
年
)
、
東
京
電
気
通
信
技
術
伝
習
所
に
入
り
、

卒
業
後
、
逓
信
省
に
勤
め
て
い
る
こ
と
、
も

う

一
人
の
男
児
五

(
43
)

十
四
は
独
学
で
外
務
省
書
記
官

の
試
験
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
長
女
無
名
は
明
治
三
四
年
五
月
に

「産
婆
試
験

に
合
格
」
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
多
少
、
疑
問
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
商
豆
は
上
京
し
、
歌
学
を
教
授
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
大
正
六

(
一
九

一.七
)
年

一
月
、
商
豆
に
田
本
弘
道
会
よ
り
講
師
の
依
頼
が
あ

っ
た
。
彼
の
記
し

た

『
ち
り
塚
の
玉
』
(大
正
六
年
)

と

い
う
記
録
に
よ



れ
ぽ
同
月
二
七
日
に

「を
し
い

が
く
し
ゃ
が

う
つ
も
れ
て

を
る
と
て

み
ぎ
の

お
ん
か
た
が
た

よ
り

ま
つ

さ
の

し
な

じ
な
を

め
ぐ
み
た
ま
へ
り
」
と
い
う
こ
と
で
使
い
の
同
会
書
記
本
間
和

一
よ
り
綿
入
れ
か
ら
あ
し
だ
ま
で
八
品
が
届
け
ら
れ
た
。
贈
り

主
の
右
の
方
々
と
は
貴
族
院
議
長
徳
川
家
達
、
待
従
次
長

・
日
本
弘
道
会
長
徳
川
達
孝
ら
同
会
関
係
の
華
族
六
名
で
あ

る
。
同
会
の
講
師

に
ふ
さ
わ
し
い
身
だ
し
な
み
が
求
め
ら
れ
た
。

か

つ
て

「
よ
の
ひ
と
に

ひ
か
り
み
え
ね
ば

」
ち
り
つ
か
の

そ
こ
な
る
た
ま
は

し
ら
れ
ざ
り
け
り
」
と
う
た

つ
た
商
豆
は
今
回
は

(
44

)

「
ち
り
つ
か
の

そ
こ
な
る
た
ま
も

よ
の
な
か
に

ひ
か
り
し
ら
る
る

と
き
は
き
に
け
り
」
と
詠
ん
だ
。

「

会
誌

『
弘
道
』
第
二
九
九
号
に
広
告
さ
れ
た

「万
葉
及
土
佐
日
記
講
義
会
」
の
初
会
は
二
月
六
日
、
火
曜
日
で
あ

っ
た
。
場
所
は
同
会

事
務
所
の
あ
る
神
田
区
小
川
町
二
丁
目

一
番
地
、
テ
キ
ス
ト
は

『
万
葉
集
』
と

『土
佐
日
記
』
、
会
費
は

一
ヶ
月
金

一
〇
銭
で
あ

っ
た
。

(
45
)

以
後

、
毎
月
第

一
・
二

・
三
の
火
曜
日
が
会
日
と
さ
れ
た
。

8　

二
月
六
日
の
講
義
の
日
、
商
豆
は
同
会
副
会
長
徳
川
頼
倫
自
ら
が
秋
田
で
購
入
し
て
き
た
と

い
う
綿
入
れ
を
渡
さ
れ
、
「
じ
つ
に

ゆ

2

め
の
ご
と
し

う
れ
し
く
て

か
た
じ
け
な
く
て

も
っ
た
い
な
く
庫

と
感
激
を
し
て
い
ゑ

ま
た
・
三
月
山八
日
の
講
義
の
際
は
同
副

会
長
が
聴
講
し
た
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
の
放
浪
の
民

・
朝
日
商
豆
は
国
家
主
義
に
よ
る
教
化
団
体
の
日
本
弘
道
会
で
身
な
り
を
つ
く
ろ

い
、
華
族
ら
上
流

の
貴
人
と
さ
れ
た
紳
士
に
囲
ま
れ
て
講
義
を
す
る
ま
で
に
昇
り

つ
め
た
。
そ
の
橋
渡
し
を
し
た
人
物
が

い
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
人
は
商

豆
の
有
力
門
人
で
、
援
助
者
の

一
人
の
渡
辺
武
助

(華
洲
)
な
る
者
で
あ

っ
た
。
武
助

(華
洲
)
は
嘉
永
五
年
、
鬼
怒
川
沿
い
の
下
総
国

岡
田
郡
花
島
村

(現
水
海
道
市
)
に
生
ま
れ
た
。
や
が
て
外
祖
父
の
中
島
絶
島
や
印
旛
県
共
立
学
舎
に
学
び
、

一
九
歳

の
時
、
地
元
の
大

輪
小
学
校
の
教
員
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
明
治
九
年
四
月
、
茨
城
師
範
学
校
土
浦
分
校
に
入
り
、
卒
業
後
の
同

一
八
年

一
月
に
は
水
海
道
小

学
校
長
と
な

っ
た
。
そ

の
か
た
わ
ら
、
自
由
民
権
運
動
に
積
極
的
に
加
わ
り
、
立
憲
改
進
党
員
と
し
て
奔
走
し
た
。

一
方
、
小
学
校
教
員



は
同
二
三
年
に
辞
し
、
そ
の
年
、

「華
洲
塾
」
を
開
き
、
青
少
年
教
育
に
尽
力
し
た
。
同
三
二
年
、
県
会
議
員
に
当
選

し
、

下
妻
中
学
校

　き

水
海
道
分
校

(や
が
て
水
海
道
中
学
校
)
の
誘
致
や
鬼
怒
川
護
岸
工
事
な
ど
に
活
躍
し
た
。

武
助
が
出
版
に
力
を
尽
し
た

『朝
日
商
豆
翁
建
碑
記
念
』
に
よ
れ
ぽ
商
豆
は

「明
治
二
十
四
年
七
月
渡
辺
孚
う
し

の
招
き
に
応
じ
講
話

会
時
よ
め
る
」
と
題
し
》
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

人
知
ら
す
君
か
見
立
と
な
る
も
の
は
、
我
か
古

へ
の
学
ひ
な
り

こ
の
よ
う
に
、
武
助
は
文
学
結
社

(国
文
社
)
を
創
設
す
る
な
ど
、
地
域
の
文
学
運
動
に
尽
し
た
。
ま
た
、
教
育
勅
語
に
は
大
変
興
味

を
も
ち
、
西
村
茂
樹
の
校
閲
に
よ
る

『
勅
語
註
解
日
本
教
育
之
基
礎
』
や

『
奉
読
用
勅
語
通
解
』

(と

も

に
明
治
二
四

〔
一
八
九

一
〕
年

　　

二
月
二
四
日
刊
)
を
著
わ
す
。
西
村
茂
樹
と
い
え
ば
、
明
治
初
年
に
は
開
明
的
啓
蒙
学
者
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
は
儒
教
主
義
に
よ
る

保
守
派
の
重
鎮
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
西
村
は
主
唱
す
る
国
民
道
徳
論
を
究
め
、
か
つ
広
め
て

い
く
た
め
に
日
本
弘

9　

道
会
を
創
設
し
、
そ
の
初
代
会
長
と
な
っ
た
。
武
助
は
地
元
に
お
い
て
、
心
酔
す
る
弘
道
主
義
の
普
及
に
つ
と
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実

2

績

に
よ
り
、
明
治
三
五

(
一
九
〇
二
)
年
、
同
会
二
代
目
会
長
谷
干
城
の
推
挙
で
常
任
委
員
と
し
て
上
京
し
た
。
そ

の
武
助
が
や
が
て
商

豆
を
招
聰
し
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
商
豆
は

「
明
治
三
〇
年
文
化
」
の
仕
上
げ

(熟
成
)

の
時
期
、
そ
の
メ
ッ
カ

(震
源
地
)
東
京
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
っ
た
と

い
、兄
よ
う
。
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
全
て
が
そ
う
し
た
官
製
文
化
と
化
し
た
の
か
、
ど
う
か
は
速
断
を
許
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も

商
豆
に
と

っ
て
東
京
生
活
は
快
適
で
あ

っ
た
か
、
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え
ば
大
正
四
.
(
一
九

一
五
)
年
三
月

二

一
日
に
は
酒
を
飲

み
過
ぎ
、
王
子
あ
た
り
の
用
水
堀
に
落
ち
、
ひ
と
騒
ぎ
を
起
し
、
本
人
は
病
床
に
伏
し
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
ま
で
の
こ
さ
れ
て
い
翻
酬

し
か
も
商
豆
は
日
本
弘
道
会
講
師
を
し
て
わ
ず
か
半
年
後
に
は
生
涯
を
閉
じ
て
し
ま
う
。
辞
世
の
歌
は

一
〇
〇
首
も
あ
り
、
そ
れ
は
は
る

か
三
二
年
前
に
詠
ん
で
あ

っ
た
。



彼

の
墓
は
妻

の
実
家

・
姫
宮
の
里
の
小
高

い
丘
に
あ
る
。

む

す

び

本
稿
で
は
ひ
と
り
の
人
物
を
中
心
と
し
て
、
幕
末
か
ら
大
正
初
年

(
つ
ま
り
近
代
)
に
お
け
る
文
化
の
歴
史
を
か
い

ま
み

よ
う
と

し

た
。
と
り
わ
け
、
地
域

(村
落
)
に
お
け
る
生
活
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成

・
維
持
そ
し
て
発
展
せ
ら
れ
た
の
か
、
と

い
う
こ
と
に
つ
い

て
、

一
人
の
人
物
を
通
し
て
、
と
く
に
文
化
の
側
面
か
ら
描
こ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
の
新
し
い
見
方

・
考
え
方
に
な
る

で
あ
ろ
う
生
活
史
研
究

(と
く
に
筆
者
の
場
合
、
生
活
文
化
史
研
究
)
の

一
助
と
な
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
く
て
も

せ
め
て
人
物
史
考
証
の

一
素
材
を
提
供
で
き
れ
ば
と
い
う
つ
も
り
で
綴

っ
た
。

と
く
に
第

一
章
で
は
、
そ
の
人
物
が
生
ま
れ
、
育

っ
た
環
境

・
条
件

(そ
れ
を

「
生
育
環
境
」
と
し
た
)
を
重
視
し
た
。
そ
れ
は
と
く
幽

90

に

一
人
の
人
物
が
や
が
て
ひ
と
つ
の
ス
タ
イ

ル
を
形
成
し
た
り
、
あ
る
い
は

一
定
の
業
績
を
あ
げ
る
よ
う

に
な

る

の
は
そ
の
前
提
お
よ

2

び
周
辺
の
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
従
来
、
人
物
史
、
教
育
史
そ
し

て
文
化
史
の
研
究

で
は
全
く
欠
落
し
て
い
た
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
ま
し
て
実
証
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

む
ろ
ん
、
そ
の
人
物
固
有
の
才
能

・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
そ
の
人
物
を
と
り
ま
く
生
育
環
境
を
検
証
す

る
こ
と
は
、
対
象
と
す
る
時
期
が
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
の
ぼ
る
ほ
ど

(と
く
に
共
同
体
規
制
な
ど
が
強
い
ほ
ど
)
、
か

つ
人
物
の
年
齢
が
若

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
必
要
で
あ
り
、
重
視
す
べ
き

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
茨
城
県
南
部

(常
総
地
方
)、
利
根
川
辺
の

一
見
、
平
凡
な
が

ら
自
然
も
文
化
も

「豊
か
な
」
農
村
に
生
ま
れ
た
朝
日
商
豆
に
つ
い
て
、
そ

の
親
族
、
師
匠
、
隣
人
を
登
場
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
の
タ
イ
プ

の
周
辺
の
人

々
が
彼
を
育
て
て
い
た
こ
と
を
描
い
た
。

次
の
第
二
章
で
は
村
あ
る
い
は
村

々
に
い
る
朝
日
商
豆
の
文
化
活
動
の
さ
ま
を
追
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
村
落
と
文
化

の
関
わ
り
を

一
瞥



(
べ
つ
)
し
ょ
う
と
し
た
。
と
く
に
、
き
わ
め
て
酒
が
好
き
で
、
瓢
箪
と
杖
を
も
ち
、
ぼ
ろ
の
衣
を
ま
と

っ
て
出
歩
く
こ
と
の
多
い
商
豆

に
つ
い
て
、
次
の
観
点
か
ら
素
描
し
た
。
ま
ず
、
仏
門
の
し
が

ら
み

か
ら
逃
れ
、
念
願
か
な

っ
て
神
官
と
な

っ
た
彼
の
足
跡
を
検
討
し

た
。

一
歩

一
歩
、
神
官

の
位
階
を
昇
っ
た
彼
は
地
域
の
神
官
た
ち
か
ら
教
授
役
に
推
挙
さ
れ
る
ほ
ど
の
実
力
を
も

っ
て
い
た
。
そ
の
力
を

も

っ
て
、
地
域
の
人
々
と
接
し
、
彼
ら
の
生
活
の
要
求
を
組
み
入
れ
た
活
動
を
し
た
り
、
ま
た
地
域
の
神
官
の
範
と
な
る
書
を
著
わ
す
よ

う

に
な

っ
た
。
し
か
し
政
府
の
神
道

・
国
学
政
策
変
更
が
進
む
中
、
商
豆
の
放
浪
癖
を
危
惧
す
る
人
々
に
よ
り
、
よ
り
安
定
的
な
学
校
教

員

の
職
を
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
そ
れ
な
り
に
自
己
の
持
ち
味
を
教
育
実
践
に
応
用
す
る
な
ど
し
た
。
だ
が
、
彼
は
ひ
と

つ
の
学

校

に
定
着
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
せ
っ
か
く
就
職
し
た
地
元

エ
リ
:
ト
中
学
校
の
教
員
職
も
故
都

(て
き
)
し
て
し
ま
う
。
そ

れ
は
彼

の
性
格
も
あ
ろ
う
が
、
い
う
な
れ
ぽ
当
時
の
教
育
界
が
商
豆
を
う
け
入
れ
な
く
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
歌
人
と
し
て
の
商

豆

に
焦
点
を
当
て
た
。
彼
は
酒
を
媒
介
物
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
自
ら
の
足
で
ま
わ
り
の
村

へ
、
村

々
へ
と
出
か
け

た
。
そ

こ
で
多

く

91

の
、
幅
広
い
層
の
人

々

(と
く
に
地
域
民
)
と
交
流
し
た
。
人
と
の
交
際
を
き
わ
め
て
重
ん
じ
た
。
ま
た
多
く
の
人
が
教
え
を
乞
い
に
彼

2

の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
く
る
ほ
ど
の
力
量
を
備
え
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
商
豆
が
設
立

・
関
与
し
た
会
の
こ
と
や
著
し
た
書
の

こ
と
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
彼
の
作
風
に
つ
い
て
、
村
人
の
生
活
や
関
心
と
い
っ
た
も
の
と
の
関
わ
り
、
あ
る
い
は
詠
歌
の
対
象
、
さ
ら

に
は
作
歌
の
姿
勢
と
い
う
三
点
を
中
心
に
分
析
し
た
。
商
豆
は
単
に
村
に
い
た
り
、
村

々
に
や

っ
て
く
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
村
を
歩

き
、
村
で
交
わ
り
、
村

の
中
で
考
え
て
い
た
。
地
域
、
そ
し
て
地
域
の
生
活
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
第
三
章
で
は
晩
年
、
と
く
に
上
京
後

の
商
豆
を
中
心
に
扱

っ
た
。
村

(地
域
)
に
生
き
て
き
た
商
豆
で
は
あ

っ
た
が
隔
明
治
末
期

に
な
る
と
い
ま
ま
で
と
は
異
な
る
面
も
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
国
の
た
め
に
戦
死
し
た
地
元
出
身
者

へ
の
慰
霊
の
活
動
で
あ
る
。

そ

し
て
、
人
の
世
話
に
よ
り
上
京
し
た
商
豆
は
や
が
て
国
家
主
義
的
な
社
会
教
化
団
体

・
日
本
弘
道
会
の
講
師
と
な

っ
た
。
そ
の
地
位
と

立
場
に
彼
は

「
ち
り
塚
の
玉
」
が
光
る
こ
と
が
で
き
た
と
喜
び
、
ま
た
上
流
階
級

の
人

々
と
の
ふ
れ
あ
い
に
感
激
を
し
た
。
折
し
も
、
当



時

は
明
治
三
〇
年
前
後
に
造
山
を
は
じ
め
た
近
代
日
本

の

「嶺
」
が
形
を
整
え
、
君
臨
し
よ
う
か
と
い
う
時
期
で
あ
る
。
堅
い
.言
い
方
を

す

れ
ば
、
地
域
お
よ
び
地
域
生
活
を
構
造
的
に
国
家
に
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
独
占
資
本
主
義
と
国
家
主
義
の
体
制
が
か
な
り
進
行
し
て

い
た
時
期
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば

「
明
治
三
〇
年
文
化
」
は
か
な

り
強
力
に
地
域
に
入

っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
た

商

豆
は
そ
の

「嶺
」
が
霊
峰
に
見
え
、
そ
こ
へ
向

っ
て
登
り
か
け
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
商
豆
の
全
て

が
蚕
食
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。

な
お
、
朝
日
商
豆
の
調
査
に
は
御
子
孫
の
實
氏
と
直
子
夫
人
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
同
御
夫
妻
の
御
理
解

・
御
協
力
が
な
か

っ
た
ら
、
本
稿
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
ま
た
茨
城
県
の
結
城
郡
千
代
川
村
の
飯
泉
正
夫
氏
、
下
妻
市
の
篠
崎
憲
二
氏
、
龍

ヶ
崎
市
の
宮

本
正

一
氏
と
朝
秀
光
男
氏
、
稲
敷
郡
江
戸
崎
町
の
平
田
満
男
氏
ら
多
く
の
方

々
の
御
指
導

・
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
い
つ
も
な

が

ら
木
村
礎
先
生
を
中
心
と
す
る

「村
落
生
活
の
史
的
研
究
」
グ
ル
ー
プ

の
力
に
支
え
ら
れ
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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註
本
稿

に
お

い
て
、

本
文
や
注
釈

で
こ
と
わ
り
の
な

い
引
用
史
料

は
埼
玉
県
浦
和
市
西
堀
朝

日
貴
家

の
所
蔵
文
書

で
あ
る
。

(
1
)

昭
和
四
〇
年
二
月

一
日
、
商

豆
の
子
息
鬼
盾
作
成

(
2
)

茨
城
県
龍
ケ
崎

市
宮
淵
朝
秀
光
男

家
文
書

(
3
)

こ
れ
は
最
後

に

「
み
ぎ

は
、

わ
が

ち

王
朝
秀
智
宜
大
人

の
、

か
き

た
ま

へ
る
も

の
な
り
、
明
治
七
年
四
月
十
七
日
、

あ
き
つ
し
る
す
」

と
あ
る
。

(
4
)

明
治

一
〇
年

一
月

・
同
三
六
年

八
月

『過

去
帳
』

(
5
)

元
治

二
年
よ
り

『
朝
日
商
豆
歌
文
集
』

(二
)

(
6
)

『
新
利
根
村

の
文
化
財
集
』
文
芸
篇

「
新
利
根
村

の
文
芸
」
薪

利
根
村

文
化
財
保
存
会
、

昭
和

四
四
年

一
〇
月

(
7
)

以

上
の
ほ
と

ん
ど

は

『
過
去
帳
』

(前
出
)

(
8
)

以
上
、
『
逢
善
寺

の
歴
史
』
逢
善
寺
、
建
築
文
化
振
興
研
究
所
、
平
成
元
年
三
月
。
『
千
妙
寺
』

渡
辺
荘
仁
、

筑
波
書
林
、

昭
和
五
五
年

八
月



(
9
)

『
履
歴
書
駄

こ
れ
は
明
治
三
七
年
作
成
、
下
妻

=
尚
所
蔵

の
も

の
、

同
校
教
諭

篠
崎
憲

二
氏
発
見
。
な

お
、
下
書
き

の
も

の
で
六
種
類
が
朝
日

實
家

に
あ

る
。

(
10
)

以
上
は
、

『
武
田
治
左

エ
門
伝
』
龍

ケ
崎
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

(同
市
高
橋
厚
子
家
蔵
)

(
11
)

明
治

一
七
年

一
月

一
七
日
の
書
付

(無
題
)

に
よ
れ
ば

「天
皇

の
醜

の
御
楯

に
な
ら
さ
ね
」
と
し
て
命

名
し
た
と
い
う
。

(
12
)

以
上
、

『過

去
帳
』

(
前
出
)

(
13
)

前
出

『
新
利
根
村

の
文
化
財
集
』
文
芸
篇

「
朝
日
商
豆
先
生

に
憶

ふ
」

(
14
)

明
治

三

一
年
初
祭
よ
り

『
朝
日
商
豆
詠
草
』

(
15
)

埼
玉
県
浦
和
市
西
堀
朝

日
直
子
氏
談

(
16
)

『
鬼
怒
百
話
』
富
村
登

・
富
村
次

郎
、

昭
和
四
二
年

一
〇

月

(
17
)

『
茨
城
新
報
』
明
治
七
年

一
〇

月

一
二
日
付
、
東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
蔵

(
18
)

松
村
修
平
家

は
本
宗
道

の
河
岸

問
屋
。

同
人

は
安
政
元
年

一
〇

月

一
八
日
生

ま
れ
、
昭
和

二
年

一
〇
月
七
日
没
。

明
治
二
八
年
、

同

三
〇
年
茨

城
県
会
議
員
。
貴
族
院
議
員
は
同
三
九
年
よ
り
二
期

つ
と
め
る
。

.
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(
19
)

茨
城

県
稲
敷
郡
江
戸
崎
小
学
校
蔵

(
20
)

茨
城

県
稲
敷
郡
江
戸
崎
町
羽
賀
、
関
川
宇
右
衛
門
家
文
書
、

明
治

一
九
年
九
月
三
〇

日
付
正
澄
宛
、
商
豆
書
翰
等

(
21
)

『続
伝
聞
長

塚
節

H
』
渡
辺
義
雄
、
筑
波
書
林
、

昭
和
六
三
年
六
月

(
22
)

下
妻

=
尚
蔵

『
履
歴
書
』

で
は
明
治
二
二
年

一
一
月
に
宗
道
尋
常
小
学
校
就
職
、
同
二
九
年
七
月
再
び
就

職
と
な

っ
て

い

る
。
本
文

は
茨
城
県

結
城
郡
千
代
川
村
宗
道
小
学
校
蔵
、

宗
道
尋
常

高
等
小
学
校

『
沿
革
誌
』

の
方
を
と

っ
た
。
そ
う
で
な
い
と

つ
じ

つ
ま
が
合
わ
な

い
。

(
23
)

慶
応
元
年
九
月

よ
り

『
朝
日
商
豆
文
集
』

(
五
)

(
24
)

東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
蔵
。

な
お
、

引
用
史
料
中
の

一
行

目

「宗
道
尋
常
小
学
校
」

の

「
尋
常
」

は

「高
等
」
、

も
し
く
は

「幕

田
孫

作
」

は

「
杉
田
弥
四
郎
」

の
ま
ち
が

い
で
あ

る
。

(
25
)

『
為
桜
会
雑
誌
』

第

一
号
。

下
妻

一
高
蔵
。
前
出
篠
崎
教
諭
よ
り
史
料

(複
写
)
提
供

(
26
)

『
鬼
怒
百
話
』
(
前
出
)

(
27
)

昭
和

一
六
年

一
〇

月
二
八
日

『
商
豆
歌
稿
目
録
』



(
28
)

い
せ
作

の
短
冊

(
29
)

『
ひ
さ
ご
集
』

(本
文
前
出
)

(
30
)

『
続
伝
聞
長
塚
節

H
』

(前
出
)

(
31
)

茨
城
県
結
城
郡
千
代
川
村
本
宗
道
、

松
本
光
男
家
文
書

(
32
)

明
治

二
九
年
九
月

よ
り

『
朝
日
商
豆
文
集
』
(
六
)

(
33
)

明
治
七
年
五
月
よ
り

『
朝

日
商
豆
文
集
』

(三
)

(
34
)

東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌

文
庫

蔵

(
35
)

前
出
松
本
光
男
家
文
書

(
36
)

茨
城
県
結
城
郡
千
代
川
村
伊
古
立
、

飯
泉
正
夫
家
文
書

(
37
)

(
35
)
と
同
じ

(
38
)

(
35
)
の
日
記

る

(
39
)

『
朝
日
商
豆
文
集
』

〔
五
〕

(前

出
)
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(
40
)

以

上
、
『
履
歴
書
』

(本
文
前
出
)

(
41
)

明
治

四
五
年

「
隠
居
届
」、

同

「
家
督

相
続

届
」

(
42
)

『
系
図

に
記
入
さ
れ
た
主
な
人

々
の
略

歴
』

(本
文
前
出
)

(
43
)

明
治
三
七
年
七
月

一
七
日

『
無
名
録
』

(
44
)

『
ち
り
塚
の
玉
』

(本
文
前
出
)

(
45
)

同
会
で
は
商
豆

に
よ
る
和
歌
添
削
も
行
な

っ
た
。

一
首
金
二
銭
で
あ
る
。

(
46
)

(
43
)
と
同
じ

(
47
)

以
上
、

『
水
海
道
市
史
』
下
巻
、
水
海
道
市
、
昭
和
五
九
年
三
月
、

『
歴
史

み

っ
か
い
ど
う
』
第
四
号
、
「
明
治
教
育

の
先
覚
者
渡
辺
華
洲
」
増

田

実
、
同
年
同
月

(
48
)

と
も

に
、
国
会
図
書
館
蔵

(
49
)

(
28
)
と
同
じ

(
明
治
大
学
歴
史
編
纂
事
務
室
)



APoetintheVillage;ABiographicalStudyofAsahiAkizu

SUZUKIHideyuki

ThepoetAsahiAkizulivedfromtheendoftheEdoperiodthroughthe

earlypartoftheTaishoera.ThismanIovedsake,andhadthehabitof

rovingwithtatteredclotheson.

ThisarticleatteemptstoexamineJapaneseculturalhistorywithfocus

onthisfigure.Particularly,ittriestorevealtherelationshipofthefor。

mationofvillagelife,itsmaintenanceanddevelopmenttoculture.Indoing

so,theauthorwouldliketopointoutthesign1fianceofastudyinhistory

ofeverydaylife(astudyinculturalhistory.ofeverylifeinparticular) .

Sinceccnventionalinterpretat萱onsofthehistorydealingwithfiguresseem

tolackorganicanalysesandobjectivehistoricalinvestigation,theauthor

makeseffortstoovercomesuchgaps.

ThefirstchapterpresentsthephysicalenvironmentinwhichAsashi

Akizuwasbornandbred.Thelltheauthordescribespeoplearoupdhim,

emphasizingnatureandhislivingenvironment.HealsoexaminesAkizu's

talentsandpersonality.

Thesecondchapterdealswiththerelationshipbetweenvillagelifeand

culturalactivities.Particularly,theauthorseekstoclarifytherealitiesof

thethreetopics,i.e.theperiodwhenAsashiAkizuservedasaShint(>

priest,theperiodwhenhewasaschoolteacher,andhisIifeasapoet.

AllalyzingAkizuwalkingaroundandponderinginthevillage,theauthor

presentshisattemptstoestablishh三sownlifestyleandideasasinfluenced

bythesocialclimateoftheageandpolicies.

ThethirdchapterdescribesthetransformationofAkizuinthelatter

partoftheMeijiera(inhisclosingyears).ItfocusesonhowAkizu

respondedtogovernmentguidancewhichaimedatreorganizlngfundamen-

tallythepeopleintoanation.Indoingso,theauthorwouldliketoreveal

howJapaneseculture,Iocalcultureinparticular,wastransformed .
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